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お
わ
り
に
一
九
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
成
立
前
史
（
髙
橋
）
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
成
立
前
史
―
―
　明
治
民
法
八
七
九
条
の
成
立
ま
で
　―
―
髙
　
橋
　
大
　
輔
論
　
説
は
じ
め
に
　
現
在
、
子
ど
も
虐
待
と
い
わ
れ
る
親
か
ら
の
子
ど
も
へ
の
暴
力
が
問
題
視
さ
れ
、
児
童
相
談
所
へ
の
子
ど
も
虐
待
の
相
談
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
し
て
、
子
ど
も
虐
待
の
発
生
の
際
に
、
子
ど
も
を
親
元
か
ら
離
し
た
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
親
権
を
有
す
る
親
と
児
童
相
談
所
な
ど
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
親
権
、
特
に
そ
の
権
利
性
が
子
ど
も
虐
待
の
発
生
要
因
、
ま
た
は
子
ど
も
虐
待
へ
の
介
入
に
当
た
っ
て
の
妨
害
要
因
に
な
る
と
ま
で
指
摘
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
 
。
こ
の
指
摘
の
当
否
は
別
に
し
て
、
少
な
く
と
も
親
権
と
子
ど
も
虐
待
に
絡
む
問
題
に
つ
い
て
未
だ
十
分
な
解
答
が
出
さ
れ
て
い
な
い
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
子
ど
も
虐
待
が
従
来
子
ど
も
を
保
護
す
る
主
体
と
考
え
ら
れ
て
き
た
親
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
暴
力
で
あ
る
点
に
、
議
論
の
困
難
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
改
め
て
親
権
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
子
ど
も
虐
待
と
の
関
係
で
親
権
を
考
察
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
財
産
管
理
権
で
は
な
く
、
身
上
監
護
権
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
身
上
監
護
権
の
中
で
も
、
特
に
監
護
教
育
権
規
定
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
身
上
監
護
権
の
規
定
は
、
親
権
の
義
務
性
を
明
記
し
て
お
り
、
ま
た
懲
戒
権
や
居
所
指
定
権
な
ど
の
根
幹
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
現
行
民
法
に
お
い
て
、
監
護
教
育
権
を
定
め
る
の
は
八
二
〇
条
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、「
親
権
を
行
う
者
は
、
子
の
監
護
及
び
教
育
を
す
る
権
利
（
１
）る
を
有
し
、
義
務
を
負
う
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
民
法
八
七
九
条
「
親
権
ヲ
行
フ
父
又
ハ
母
ハ
未
成
年
ノ
子
ノ
監
護
及
ヒ
教
育
ヲ
為
ス
権
利
ヲ
有
シ
義
務
ヲ
負
フ
」
と
い
う
規
定
を
概
ね
踏
襲
し
た
と
い
え
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
行
民
法
の
監
護
教
育
権
規
定
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
明
治
民
法
八
七
九
条
の
成
立
を
考
察
す
る
こ
と
に
は
一
定
以
上
の
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、
特
に
明
治
民
法
の
成
立
前
史
、
具
体
的
に
は
、
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
、
旧
民
法
の
編
纂
過
程
及
び
明
治
民
法
の
編
纂
過
程
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
明
治
民
法
八
七
九
条
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ 
。
　
こ
の
と
き
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、
監
護
教
育
権
の
監
護
権
を
中
心
に
検
討
を
加
え
、
教
育
権
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
な
検
討
を
加
え
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
教
育
権
に
つ
い
て
は
学
校
教
育
と
の
関
係
を
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
教
育
権
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
扱
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
本
論
文
が
監
護
権
と
教
育
権
を
区
別
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
監
護
権
と
教
育
権
を
分
離
で
き
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
監
護
権
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
監
護
権
と
教
育
権
と
い
う
内
容
の
異
な
っ
た
権
利
の
一
方
に
焦
点
を
当
て
る
に
止
ま
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、
親
が
子
ど
も
を
監
護
教
育
す
る
一
般
的
な
義
務
を
「
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
」
と
い
う
こ
と
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
各
民
法
及
び
そ
の
草
案
に
お
い
て
必
ず
し
も
「
監
（
２
）た
二
〇
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
護
」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
明
治
初
期
の
諸
草
案
や
旧
民
法
の
起
草
段
階
の
諸
草
案
に
お
い
て
は
、「
監
護
」
と
い
う
文
言
は
使
わ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は
使
わ
れ
て
い
る
場
合
で
も
離
婚
後
の
子
ど
も
の
養
育
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
義
務
を
指
し
て
監
護
義
務
と
い
う
の
は
必
ず
し
も
適
切
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
本
論
文
に
お
い
て
「
子
ど
も
」
と
は
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
親
子
関
係
に
お
け
る
「
子
ど
も
」
の
こ
と
を
指
し
、
未
成
年
に
限
定
し
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
れ
は
、
各
民
法
お
よ
び
そ
の
草
案
に
お
い
て
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
を
明
示
的
に
未
成
年
に
限
定
し
て
い
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
が
混
在
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
Ⅰ
．
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
Ａ
．
民
法
決
議
　
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
と
し
て
は
、
ま
ず
「
民
法
決
議
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
民
法
決
議
と
は
、
江
藤
新
平
に
よ
っ
て
太
政
官
制
度
局
に
お
い
て
開
か
れ
た
民
法
会
議
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ 
。
小
早
川
欣
吾
に
よ
れ
ば
、
民
法
会
議
は
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
九
月
一
八
日
か
ら
翌
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
七
月
ご
ろ
ま
で
開
か
れ
て
い 
た
め
、
そ
の
間
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
江
藤
新
平
は
、
箕
作
麟
祥
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
基
に
し
て
民
法
の
草
案
が
作
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い 
。
（
３
）る
（
４
）た
（
５
）る
　
こ
の
と
き
、
箕
作
麟
祥
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
、
大
学
南
校
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
仏
蘭
西
法
律
書
民
法
』
に
よ
れ
ば
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
は
、
第
五
巻
「
婚
姻
ノ 
」
第
五
章
「
婚
姻
ヨ
リ
生
ス
ル
義 
」
二
〇
三
条
「
夫
婦
ハ
婚
姻
ヲ
行
ヒ
シ
コ
ト
ニ
因
リ
相
共
ニ
其
子
ヲ
養
育
ス
ル
ノ
義
務
ア
リ
ト 
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
第
九
巻
「
親
ノ 
」
に
は
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
を
規
定
し
た
条
文
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
　
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
影
響
の
た
め
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
民
法
決
議
に
お
い
て
も
、
第
五
編
「
婚
姻
ノ 
」
第
五
章
「
婚
姻
ヨ
リ
生
ズ
ル
義 
」
二
〇
三
条
に
お
い
て
、「
夫
婦
タ
ル
者
ハ
相
与
ニ
其
子
ヲ
養
育
ス
ベ
キ
義
務
ア
リ
ト 
、 」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
公
表
さ
れ
て
い
る
民
法
決
議
は
、
二
一
一
条
ま
で
で
あ
り
、
親
権
な
ど
の
規
定
は
見
受
け
ら
れ
な 
。
Ｂ
．
皇
国
民
法
仮
規
則
　
民
法
決
議
に
対
し
て
、
明
法
寮
で
作
成
さ
れ
た
「
皇
国
民
法
仮
規
則
」
は
、
婚
姻
の
義
務
で
は
な
く
親
子
の
義
務
と
し
て
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
明
法
寮
と
は
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
九
月
一
七
日
に
司
法
省
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
法
曹
の
養
成
を
任
務
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
明
法
寮
に
お
い
て
も
民
法
典
の
編
纂
が
行
わ
れ
江
藤
新
平
は
こ
れ
に
も
関
与
し
て
い
る
。
こ
の
明
法
寮
民
法
草
案
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
案
が
知
ら
れ
て
お
り
、
石
井
（
６
）事
（
７
）務
（
８
）ス
（
９
）權
（
　
）
１０事
（
　
）
１１務
（
　
）
１２ス
（
　
）
１３い
二
一
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
成
立
前
史
（
髙
橋
）
良
助
に
よ
れ
ば
、「
第
一
次
草
案
→
改
刪
未
定
本
→
第
三
次
草
案
→
慶
應
義
塾
大
学
本
→
皇
国
民
法
仮
規
則
」
の 
で
、
明
法
寮
の
民
法
草
案
は
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い 
。
最
終
案
で
あ
る
皇
国
民
法
仮
規
則
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
で
き
あ
が
っ
た
と
さ
れ 
。
　
皇
国
民
法
仮
規
則
は
、「
親
子
ノ
義 
」
と
し
て
九
五
条
で
「
夫
婦
タ
ル
者
ハ
相
與
ニ
其
子
ヲ
養
育
ス
ヘ
キ
義
務
ア 
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、「
親
ノ 
」
と
し
て
一
〇
八
条
か
ら
一
一
六
条
ま
で
の
規
定
を
置
い
て
い 
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
に
、
親
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
に
関
す
る
規
定
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
Ｃ
．
左
院
の
民
法
草
案
　
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
八
月
に
制
度
局
は
左
院
に
合
併
さ
れ
、
江
藤
新
平
は
左
院
の
副
議
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
左
院
は
立
法
の
府
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
以
後
、
左
院
で
民
法
編
纂
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
彼
が
司
法
卿
に
転
じ
る
ま
で
の
間
に
、
草
案
作
成
は
さ
れ
ず
、
現
在
左
院
の
民
法
草
案
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
い
ず
れ
も
、
江
藤
新
平
の
司
法
卿
転
出
後
の
も
の
と
さ
れ 
。
左
院
の
民
法
草
案
と
し
て
は
、「
家
督
相
続
法
竝
贈
遺
規
則
」「
養
子
法
」「
後
見
人
規
則
」「
後
見
人
規
則
（
確
定
案
）」「
婚
姻
法
（
民
法
課
原
案
）」
が
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
「
婚
姻
法
」
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
、
左
院
の
草
案
で
は
な
く
、
左
院
民
法
課
の
原
案
と
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
院
議
を
経
て
、
左
院
草
案
と
成
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
（
　
）
１４順
（
　
）
１５る
（
　
）
１６る
（
　
）
１７務
（
　
）
１８リ
（
　
）
１９権
（
　
）
２０る
（
　
）
２１る
れ 
。
　
石
井
良
助
は
、
左
院
に
お
け
る
民
法
編
纂
の
特
徴
に
つ
い
て
、
一
方
で
は
、
わ
が
国
固
有
の
法
、
す
な
わ
ち
「
習
慣
法
」「
習
俗
法
」
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
点
を
挙
げ
て
い 
が
、
し
か
し
、
他
方
で
は
左
院
の
民
法
草
案
が
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
も
疑
い
が
な
い
と
も
指
摘
し
て
い 
。
　
そ
し
て
、「
婚
姻
法
」
は
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
に
つ
い
て
、「
婚
姻
ヨ
リ
生
ス
ル
義 
」
と
し
て
「
第
十
（
三
）「
二
」
条
　
夫
婦
ハ
婚
姻
セ
シ
ニ
因
リ
、
相
共
ニ
其
子
ヲ
養
育
ス
ル
ノ
義
務
ア
リ
ト 
、」
と
規
定
し
て
い 
。
こ
の
よ
う
に
、
皇
国
民
法
仮
規
則
と
は
異
な
り
、
左
院
民
法
草
案
に
お
い
て
は
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
は
、
婚
姻
の
義
務
と
し
て
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
Ｄ
．
明
治
十
一
年
民
法
草
案
　
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
四
月
一
七
日
に
起
草
が
終
わ
っ
た
と
さ
れ 
「
明
治
十
一
年
民
法
草
案
」
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
は
、
親
子
の
義
務
で
は
な
く
、
婚
姻
の
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
十
一
年
民
法
草
案
の
第
一
編
「
人 
」
第
五
巻
「
婚
 
」
第
五
章
「
婚
姻
ヨ
リ
生
ス
ル
義 
」
一
七
八
条
に
お
い
て
「
夫
婦
ハ
婚
姻
ヲ
爲
セ
シ
ニ
因
リ
相
與
ニ
其
子
ヲ
養
育
敎
訓
ス
ル
ノ
義
務
ア
リ
ト 
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
一
年
民
法
草
案
に
関
す
る
起
草
者
の
意
思
を
述
べ
た
資
料
が
見
受
け
ら
れ
な
（
　
）
２２る
（
　
）
２３る
（
　
）
２４る
（
　
）
２５務
（
　
）
２６ス
（
　
）
２７る
（
　
）
２８る
（
　
）
２９事
（
　
）
３０姻
（
　
）
３１務
（
　
）
３２ス
二
二
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
い
た
め
に
、
明
確
に
は
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
石
井
良
助
が
明
治
十
一
年
民
法
草
案
が
施
行
に
耐
え
な
い
と
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
そ
れ
が
あ
ま
り
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
翻
訳
的
で
あ
っ
て
、
日
本
の
慣
習
を
ほ
と
ん
ど
顧
慮
し
な
か
っ
た
点
に
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ 
。」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
規
定
そ
の
ま
ま
に
婚
姻
の
義
務
と
し
て
規
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
今
ま
で
の
規
定
が
単
に
「
養
育
」
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
明
治
十
一
年
民
法
草
案
は
「
養
育
教
訓
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
は
現
時
点
に
お
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
。
Ｅ
．
明
治
十
二
年
・
民
法
人
事
編
草
案
　
向
井
健
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
民
法
の
編
纂
が
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
に
始
ま
っ
た
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
筑
波
大
学
附
属
中
央
図
書 
に
納
め
ら
れ
て
い
る
「
穗
積
文
書
」
の
中
の
、「
立
法
史
料 
民
法
草
案
」「
司
法
省
民
法
編
纂
局
　
民
法
草
案
」「
立
法
史
料
　
明
治
十
三
年
　
民
法
編
纂
局
書
類
」
と
表
紙
に
記
さ
れ
た
三
種
類
の
文
書
を
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
か
ら
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
民
法
人
事
編
草
案
で
あ
る
と
し
て
い 
。
こ
の
と
き
、
向
井
健
は
仮
称
で
あ
る
け
れ
ど
も
「
立
法
史
料
　
民
法
草
案
」
を
Ａ
案
と
呼
び
、「
司
法
省
民
法
編
纂
局
　
民
法
草
案
」
を
Ｂ
案
と
呼
び
、
そ
し
て
「
立
法
史
料
　
明
治
十
三
年
　
民
法
編
纂
局
書
類
」
を
Ｃ
案
と
呼
ん
で
い 
。
ま
た
、
向
井
健
は
こ
れ
ら
三
種
の
草
案
を
、「
明
（
　
）
３３る
（
　
）
３４館
（
　
）
３５る
（
　
）
３６る
治
十
二
年
・
民
法
人
事
編
草
案
」
と
仮
称
し
て
い 
。
以
下
本
論
文
に
お
い
て
も
便
宜
上
こ
の
呼
び
方
に
従
う
。
　
向
井
健
に
よ
れ
ば
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
案
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
は
、
ま
ず
Ｂ
案
に
一
条
か
ら
六
〇
条
ま
で
が
記
さ
れ
て
お
り
、
Ｃ
案
に
六
一
条
か
ら
七
八
条
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
案
が
Ｂ
案
に
つ
な
が
る
草
案
で
あ
る
と
さ
れ 
。
そ
し
て
、
Ａ
案
の
修
正
の
指
示
に
従
っ
て
整
除
さ
れ
た
草
案
が
Ｂ
・
Ｃ
両
案
で
あ
り
、
た
だ
単
純
な
連
続
関
係
で
は
な
く
、
そ
の
間
に
断
片
的
・
部
分
的
な
別
案
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ 
。
そ
の
具
体
的
な
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
Ａ
案
の
一
丁
表
に
「
第
一
編
十
二
年
十
二
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
一
二
月
に
は
Ａ
案
は
脱
稿
し
て
お
り
、
Ｂ
・
Ｃ
両
案
の
成
稿
は
、
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
 
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
民
法
編
纂
の
開
始
時
期
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
案
の
法
制
史
的
位
置
づ
け
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
文
の
目
的
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
草
案
に
お
け
る
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
変
遷
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
こ
れ
以
上
は
立
ち
入
ら
な
い
。
ま
た
、
向
井
健
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
二
年
・
民
法
人
事
編
草
案
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
民
法
草
案
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、「
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
」
と
し
て
「
Ⅰ
」
で
扱
う
の
は
適
当
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
旧
民
法
よ
り
も
今
ま
で
紹
介
し
て
き
た
明
治
初
年
の
民
法
諸
草
案
に
む
し
ろ
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
論
文
で
は
便
宜
上
「
Ⅰ
」
（
　
）
３７る
（
　
）
３８る
（
　
）
３９る
（
　
）
４０る
二
三
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
成
立
前
史
（
髙
橋
）
で
扱
う
こ
と
に
す
る
。
　
前
述
の
と
お
り
Ｂ
・
Ｃ
両
案
は
一
条
か
ら
七
八
条
ま
で
し
か
存
在
せ
ず
、
特
に
親
子
関
係
を
規
定
し
た
条
文
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
以
下
Ａ
案
に
つ
い
て
検
討
す
る
け
れ
ど
も
、
Ａ
案
中
に
「
親
権
」
と
い
う
項
目
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
に
つ
い
て
は
、
第
一
編
「
人 
」
第
五
巻
「
婚 
」
第
二
章
「
婚
姻
ヨ
リ
生
ス
ル
所
ノ
義 
」
九
五
条
「
夫
妻
ハ
婚
姻
ノ
実
事
〔
マ
マ
〕
ノ
ミ
ニ
因
リ
其
子
ヲ
養
育
及
ヒ
教
訓
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
相
互
ニ
負
フ
モ
ノ
ト 
」
と
規
定
し
て
い
る
。
Ⅱ
．
旧
民
法
の
起
草
段
階
に
お
け
る
諸
草
案
と
旧
民
法
Ａ
．
旧
民
法
人
事
編
第
一
草
案
　
以
上
の
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
に
お
い
て
は
、
皇
国
民
法
仮
規
則
を
除
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
影
響
を
受
け
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
は
婚
姻
の
義
務
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
も
そ
も
親
権
の
規
定
で
は
な
か
っ
た
。
　
そ
し
て
、
旧
民
法
の
起
草
段
階
に
入
り
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
は
、
依
然
と
し
て
親
権
規
定
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
婚
姻
の
義
務
か
ら
親
子
間
の
義
務
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
手
塚
豊
に
よ
っ
て
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
ご
ろ
に
作
成
さ
れ
た
と
推
断
さ
れ 
旧
民
法
人
事
編
の
第
一
草
案
（
以
下
、
単
に
「
第
一
草
案
」
と
い
う
）
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
六
章
（
　
）
４１事
（
　
）
４２姻
（
　
）
４３務
（
　
）
４４ス
（
　
）
４５る
「
親
子
ノ
分 
」
第
三
節
「
親
子
ノ
分
限
ヨ
リ
生
ス
ル
効 
」
一
九
〇
条
一
項
は
「
父
母
ハ
其
子
ヲ
養
成
シ
訓
戒
シ
及
ヒ
教
育
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
負 
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
と
き
、「
親
子
ノ
分
限
」
と
は
、
理
由
書
に
よ
れ
ば
、「
父
母
ト
子
ト
ノ
間
ニ
存
ス
ル
関
係
ヲ
云
フ
モ 
」
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
草
案
一
九
〇
条
一
項
は
、
以
後
の
起
草
過
程
に
お
い
て
、
同
条
二
項
の
規
定
と
ま
と
め
ら
れ
た
り
、
分
離
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
同
条
二
項
も
あ
わ
せ
て
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
草
案
一
九
〇
条
二
項
は
「
然
レ
ト
モ
子
ノ
教
育
宗
旨
及
ヒ
職
業
ヲ
定
ム
ル
ハ
親
権
ヲ
行
フ
者
ニ
属
ス
之
ニ
反
ス
ル
合
意
ハ
無
効
ト 
」
と
規
定
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
第
一
草
案
一
九
〇
条
の
主
旨
に
つ
い
て
、「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
」（
以
下
、
単
に
「
理
由
書
」
と
い
う
）
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
本
条
ハ
父
母
ニ
其
子
ヲ
養
育
ス
ヘ
キ
義
務
ヲ
命
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
此
義
務
ハ
何
人
ト
雖
モ
其
至
当
ナ
ル
コ
ト
ヲ
議
ス
ル
者
ナ
カ
ル
ヘ
シ
人
ノ
此
世
ニ
生
ル
ヽ
ヤ
教
育
ヲ
受
ク
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
独
立
シ
テ
生
存
ス
ル
ヲ
得
ヘ
カ
ラ
ス
其
独
立
シ
テ
生
存
ス
ル
ニ
至
ル
マ
テ
誰
レ
カ
其
教
育
ノ
責
ニ
任
ス
ヘ
キ
ヤ
是
レ
其
父
母
ノ
外
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
而
シ
テ
養
育
ハ
体
育
徳
育
智
育
ノ
三
者
ヲ
包
含
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
父
母
ハ
此
三
点
ニ
付
其
子
ノ
養
育
ヲ
完
成
ス
ル
ノ
義
務
ア
リ
ト
 
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
父
母
」
は
そ
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
を
当
然
負
う
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
は
親
権
一
般
に
つ
い
て
も
影
響
を
与
え
（
　
）
４６限
（
　
）
４７果
（
　
）
４８フ
（
　
）
４９ノ
（
　
）
５０ス
（
　
）
５１ス
二
四
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
理
由
書
は
、
親
権
の
一
般
的
な
説
明
と
し
て
、「
法
律
ハ
父
母
ニ
其
子
ヲ
養
育
ス
ヘ
キ
義
務
ヲ
命
シ
タ
レ
ハ
父
母
其
義
務
ヲ
尽
ス
ヲ
得
ヘ
キ
方
法
ヲ
与
ヘ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
父
母
其
子
ヲ
養
育
ス
ル
ニ
ハ
多
少
ノ
権
力
ヲ
有
ス
ル
ヲ
要
シ
親
権
ハ
即
チ
之
ニ
権
力
ヲ
与
フ
ル
モ
ノ
ナ
リ
〔
・
・
・
〕
親
権
ハ
父
母
ノ
利
益
ノ
為
メ
之
ヲ
与
フ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
子
ノ
教
育
ノ
為
メ
之
ヲ
与
フ
ル
モ
ノ
ナ
リ
子
ノ
養
育
ハ
父
母
ノ
義
務
ニ
シ
テ
其
権
利
ニ
非
サ
レ
ハ
其
方
法
ト
シ
テ
監
護
懲
戒
ノ
権
ヲ
与
フ
ル
ト
雖
モ
之
ヲ
真
ノ
権
利
ト
看
做
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
一
切
ノ
権
利
ハ
子
ニ
属
シ
父
母
ハ
只
義
務
ヲ
有
ス
ル
ニ
過
キ 
」
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
親
権
が
子
を
養
育
す
る
義
務
を
果
た
す
た
め
の
手
段
で
あ
り
、「
真
ノ
権
利
」
で
は
な
く
、
権
利
は
子
に
属
し
、
親
は
只
義
務
を
負
う
に
止
ま
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
を
婚
姻
の
義
務
で
は
な
く
、
親
子
の
義
務
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、「
此
義
務
〔「
養
育
ノ
義
務
」〕
ハ
正
出
子
ト
庶
出
子
ト
ノ
間
差
別
ヲ
為
ス
ノ
理
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
仏
国
法
ハ
養
育
ノ
義
務
ヲ
以
テ
婚
姻
ヨ
リ
生
ス
ル
モ
ノ
ト
為
シ
婚
姻
ノ
章
ニ
其
事
ヲ
規
定
シ
庶
出
子
ニ
付
テ
ハ
別
ニ
其
規
則
ナ
キ
ヲ
以
テ
大
ニ
疑
惑
ヲ
生
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
然
レ
ト
モ
養
育
ノ
義
務
ハ
婚
姻
ニ
非
ス
シ
テ
親
子
ノ
関
係
ヨ
リ
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
思
考
セ
ハ
正
出
庶
出
ノ
別
ナ
キ
ヤ
知
ル
ヘ
 
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
婚
姻
の
義
務
と
し
て
、「
正
庶
出
子
」
の
間
に
差
が
生
じ
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
規
定
か
ら
離
れ
、
親
子
間
の
義
務
と
し
た
の
で
あ
る
。
（
　
）
５２ス
（
　
）
５３シ
　
そ
し
て
、
人
事
編
第
一
草
案
を
審
査
す
る
法
律
取
調
委
員
会
の
会
議
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
二
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
審
議
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
は
手
塚
豊
が
村
田
保
旧
蔵
の
「
民
法
草
案
人
事
編
」
か
ら
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
導
い
て
い 
。
す
な
わ
ち
、
二
月
五
日
か
ら
三
月
一
三
日
ま
で
に
約
二
六
回
の
会
議
で
逐
条
審
査
を
終
え
、
四
月
十
一
日
か
ら
一
六
日
ま
で
連
日
一
章
一
節
一
款
ご
と
に
会
議
を
開
き
、
こ
の
審
議
の
終
了
後
、
委
員
会
の
修
正
意
見
を
報
告
委
員
が
部
分
的
に
条
文
態
に
ま
と
め
、
そ
の
稿
案
に
基
づ
く
審
議
を
行
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
委
員
会
の
議
決
権
を
も
た
な
い
報
告
委
員
は
、
委
員
の
修
正
に
対
し
て
、
た
だ
そ
の
再
考
を
促
す
意
見
書
を
提
出
す
る
に
止
ま
っ
た
た
め
、
結
局
委
員
会
の
見
解
に
も
と
づ
く
改
正
案
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
改
正
案
を
、
報
告
委
員
は
「
新
案
」
ま
た
は
「
別
案
」
と
呼
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
（
以
下
、「
別
案
」
と
い
う
）。
こ
の
「
別
案
」
は
、
人
事
編
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
各
章
に
わ
た
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い 
。
し
か
し
な
が
ら
、「
親
子
ノ
分
限
」
お
よ
び
「
親
権
」
の
別
案
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
Ｂ
．
再
調
査
案
以
後
　「
別
案
」
は
、
法
律
取
調
委
員
会
の
会
議
で
討
議
、
修
正
さ
れ
、
そ
の
結
果
を
整
理
、
法
典
化
し
た
の
が
、「
民
法
草
案
人
事
編
再
調
査
案
〔
以
下
「
再
調
査
案
」
と
い
う
〕」
全
四
七
二
か
条
で
あ
る
。
再
調
査
案
の
完
成
時
期
は
、
明
確
に
は
分
か
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
再
調
査
案
（
　
）
５４る
（
　
）
５５る
二
五
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
成
立
前
史
（
髙
橋
）
に
対
す
る
各
取
調
委
員
会
の
意
見
を
集
成
し
た
「
民
法
人
事
編
ニ
對
ス
ル
各
意 
」
と
題
す
る
文
書
の
日
付
が
「
明
治
二
十
三
年
一 
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
の
暮
れ
か
ら
翌
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
一
月
に
か
け
て
完
成
し
た
も
の
と
さ
れ 
。
　
再
調
査
案
に
お
い
て
、
第
一
草
案
一
九
〇
条
の
規
定
は
、
第
五
章
「
親
子
ノ
分 
」
第
三
節
「
親
子
ノ
分
限
ヨ
リ
生
ス
ル
効 
」
の
一
四
五
条
一
項
「
父
母
ハ
子
ヲ
養
育
シ
訓
戒
シ
及
ヒ
教
育
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
負
フ
然
レ
ト
モ
子
ノ
教
育
方
法
、
宗
門
及
ヒ
職
業
ヲ
定
ム
ル
ハ
親
権
ヲ
行
フ
者
ニ
属
ス
」、
二
項
「
本
条
ノ
義
務
ハ
父
母
カ
其
家
ヲ
去
ル
ニ
因
リ
テ
止
ム
」
と
い
う
規
定
に
引
継
が
れ
て
い 
。
第
一
草
案
に
お
い
て
は
、「
子
ヲ
養
成
・
・
シ
」
と
な
っ
て
い
た
の
が
、「
子
ヲ
養
育
・
・
シ
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
草
案
に
お
い
て
は
、
一
九
〇
条
一
項
、
二
項
に
分
け
ら
れ
て
い
た
内
容
が
、
再
調
査
案
で
は
、
一
四
五
条
一
項
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
一
草
案
の
段
階
で
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
、
義
務
の
終
了
に
関
す
る
規
定
が
一
四
五
条
二
項
と
し
て
新
た
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
　
再
調
査
案
一
四
五
条
の
規
定
は
、
法
律
取
調
委
員
会
の
最
終
案
で
あ
る
元
老
院
提
出
案
第
六
章
「
親
子
ノ
分 
」
第
三
節
「
親
子
ノ
分
限
ヨ
リ
生
ス
ル
効 
」
一
五
六
条
に
引
継
が
れ
る
。
し
か
し
、
再
調
査
案
一
四
五
条
一
項
の
規
定
は
、
元
老
院
提
出
案
で
は
一
五
六
条
一
項
、
二
項
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
元
老
院
提
出
案
一
五
六
条
一
項
は
、「
父
母
ハ
子
ヲ
養
育
シ
訓
戒
シ
及
ヒ
教
育
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
負
フ
」、
（
　
）
５６見
（
　
）
５７月
（
　
）
５８る
（
　
）
５９限
（
　
）
６０果
（
　
）
６１る
（
　
）
６２限
（
　
）
６３果
二
項
は
「
然
レ
ト
モ
子
ノ
教
育
方
法
、
宗
門
及
ヒ
職
業
ヲ
定
ム
ル
ハ
親
権
ヲ
行
フ
者
ニ
属
ス
」、
三
項
は
「
本
条
ノ
義
務
ハ
父
又
ハ
母
カ
其
家
ヲ
去
ル
ニ
因
リ
テ
止
ム
」
と
規
定
し
て
い 
。
　
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
四
月
一
日
、
法
律
取
調
委
員
会
は
、
議
了
し
た
人
事
編
お
よ
び
財
産
取
得
編
第
二
部
を
内
閣
に
呈
上
し
、
翌
月
、
内
閣
は
こ
れ
を
元
老
院
の
議
に
付
し
た
。
元
老
院
に
提
出
さ
れ
た
民
法
草
案
が
、
元
老
院
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
た
の
か
を
知
り
う
る
資
料
は
、
未
だ
見
受
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
手
塚
豊
に
よ
っ
て
、
村
田
保
旧
蔵
の
「
民
法
人
事
編
」（
元
老
院
提
出
案
）
の
欄
外
余
白
の
審
議
開
始
当
初
の
会
議
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
大
体
の
状
況
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き 
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
年
五
月
二
六
日
に
一
五
名
の
調
査
委
員
が
選
定
さ
れ
、
翌
二
七
日
に
調
査
委
員
会
（「
取
調
委
員
会
」
又
は
「
元
老
院
審
査
会
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
で
法
案
の
修
正
が
可
決
さ
れ
、
修
正
審
議
が
開
始
さ
れ
た
（
以
下
、
調
査
委
員
会
の
こ
と
は
「
元
老
院
審
査
会
」、
そ
の
修
正
案
は
「
審
査
会
修
正
案
」
と
呼 
）。
　「
元
老
院
提
出
案
」
一
五
六
条
は
、「
審
査
会
修
正
案
」
に
お
い
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。「
元
老
院
提
出
案
」
一
五
六
条
だ
け
で
な
く
、
元
老
院
提
出
案
第
六
章
「
親
子
ノ
分
限
」
第
三
節
「
親
子
ノ
分
限
ヨ
リ
生
ス
ル
効
果
」
自
体
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
手
塚
豊
は
、「
そ
う
し
た
義
務
の
大
半
は
、
戸
主
に
ふ
り
替
え
た
た 
」
と
推
測
し
て
い
る
。
（
　
）
６４る
（
　
）
６５る
（
　
）
６６ぶ
（
　
）
６７め
二
六
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
　
こ
の
後
、「
審
査
会
修
正
案
」
は
、「
元
老
院
議
定
案
」「
内
閣
修
正
案
」
の
段
階
を
経
て
、
旧
民
法
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
し
か
し
、
親
が
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
に
つ
い
て
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
削
除
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
旧
民
法
中
に
お
い
て
は
復
活
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
Ⅲ
．
明
治
民
法
の
制
定
過
程
の
概
略
Ａ
．
法
典
調
査
会
の
設
置
に
つ
い
て
　
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
公
布
さ
れ
た
旧
民
法
典
は
、
そ
の
施
行
を
め
ぐ
っ
て
断
行
派
と
延
期
派
の
間
で
激
し
い
論
争
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
民
法
及
商
法
施
行
延
期
法
律
」
が
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
一
一
月
二
二
日
に
法
律
第
八 
と
し
て
裁
可
公
布
さ
れ
、
民
法
と
商
法
は
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
、
そ
の
施
行
が
延
期
さ
れ
、
民
商
法
の
修
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
こ
れ
に
伴
い
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
三
月
二
二
日
に
は
、
勅
令
第
一
一 
「
法
典
調
査
會
規
則
（
以
下
「
明
治
二
六
年
調
査
会
規
則
」
と
い
う
）」
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
明
治
二
六
年
調
査
会
規
則
一
条
に
よ
っ
て
、「
法
典
調
査
會
ハ
内
閣
總
理
大
臣
ノ
監
督
ニ
屬
シ
民
法
商
法
及
附
屬
法
律
ヲ
調
査
審
議
」
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
規
則
二
条
に
よ
り
、「
法
典
調
査
會
ハ
總
裁
副
總
裁
各
一
人
主
査
委
員
二
十
人
以
内
査
定
委
員
三
十
人
以
内
ヲ
以
テ
之
ヲ
組
織
ス
」
と
規
定
さ
れ
（
　
）
６８号
（
　
）
６９号
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
同
年
四
月
一
三
日
辞 
に
よ
っ
て
、
内
閣
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
を
総
裁
に
、
西
園
寺
公
望
を
副
総
裁
に
任
命
し
、
あ
わ
せ
て
主
査
委
員
と
し
て
穗
積
陳
重
、
富
井
政
章
、
梅
謙
次
郎
ら
一
八
名
が
任
命
さ
れ
た
。
続
い
て
、
同
年
四
月
二
〇
日
辞 
に
よ
っ
て
穗
積
八
束
ら
二
一
名
が
査
定
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
七
月
三
日
辞 
を
も
っ
て
、
新
た
に
一
一
名
の
査
定
委
員
が
任
じ
ら
れ
、
ま
た
、
同
時
に
本
野
一
郎
、
土
方
寧
の
二
名
が
査
定
委
員
を
「
被
免
」
さ
れ
、
主
査
委
員
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
　
そ
し
て
、
明
治
二
六
年
調
査
会
規
則
五
条
「
法
典
調
査
會
ノ
議
事
及
會
務
整
理
ニ
關
ス
ル
規
則
ハ
内
閣
總
理
大
臣
之
ヲ
定
ム
」
に
従
い
、
具
体
的
な
調
査
方
法
や
議
事
規
則
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
四
月
二
七
日
の
内
閣
送
第
三 
「
法
典
調
査
規
程
（
以
下
「
調
査
規
程
」
と
い
う
）」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。
調
査
規
程
は
、
二
条
に
お
い
て
主
査
委
員
中
に
起
草
委
員
三
名
を
置
き
、
修
正
案
の
起
草
に
任
じ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
起
草
委
員
に
任
命
さ
れ
た
の
が
、
穗
積
陳
重
、
富
井
政
章
、
梅
謙
次
郎
の
三
名
で
あ
る
。
さ
ら
に
調
査
規
程
は
、
起
草
委
員
と
は
別
に
、
修
正
案
の
各
部
ま
た
は
他
の
法
律
と
の
関
係
を
審
査
す
る
整
理
委
員
を
設
け
た
（
調
査
規
程
三
条
、
四
条
）。
そ
し
て
、
法
典
調
査
委
員
会
に
つ
い
て
は
主
査
委
員
会
と
委
員
総
会
を
設
け
た
（
調
査
規
程
六
条
）。
起
草
委
員
会
は
、
主
査
委
員
会
に
定
期
的
に
起
草
事
務
の
進
行
を
報
告
し
、
そ
の
意
見
を
聞
く
も
の
と
さ
れ
た
（
調
査
規
程
九
条
）。
そ
し
て
、
法
典
修
正
案
の
議
決
（
　
）
７０令
（
　
）
７１令
（
　
）
７２令
（
　
）
７３号
二
七
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
成
立
前
史
（
髙
橋
）
は
主
査
委
員
会
の
議
決
を
も
っ
て
「
豫
定
議
決
」
と
し
、
総
会
の
議
決
を
も
っ
て
「
確
定
議
決
」
と
し
た
（
調
査
規
程
一
二
条
）。
　
以
上
の
よ
う
な
委
員
お
よ
び
組
織
に
よ
っ
て
調
査
編
纂
が
行
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
調
査
会
機
構
の
複
雑
さ
、
特
に
「
主
査
委
員
と
査
定
委
員
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
と
〔
・
・
・
〕
先
づ
主
査
委
員
會
を
開
い
て
其
處
で
一
應
議
し
て
、
そ
れ
か
ら
更
に
査
定
委
員
を
加
へ
た
委
員
會
を
開
く
こ
と
に 
」
っ
た
こ
と
が
、
作
業
を
遅
延
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
、
新
た
に
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
三
月
二
六
日
の
勅
令
第
三
〇
 
「
法
典
調
査
會
規
則
（
以
下
「
明
治
二
七
年
調
査
会
規
則
」
と
い
う
）」
が
出
さ
れ
、
法
典
調
査
会
規
則
が
改
正
さ
れ
た
。
明
治
二
七
年
調
査
会
規
則
二
条
は
、「
法
典
調
査
會
ハ
總
裁
、
副
總
裁
各
一
人
及
委
員
三
十
五
人
以
内
ヲ
以
テ
之
ヲ
組
織
ス
」
と
規
定
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
主
査
委
員
と
査
定
委
員
と
の
区
別
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
法
典
調
査
会
委
員
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
三
月
三
一
日
辞 
に
よ
っ
て
、
穗
積
陳
重
、
富
井
政
章
、
穗
積
八
束
、
梅
謙
次
郎
ら
三
一
名
が
委
員
と
し
て
改
め
て
任
命
さ
れ
た
。
　
ま
た
、
主
査
委
員
と
査
定
委
員
の
区
別
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
編
纂
手
続
き
も
変
更
さ
れ
、
起
草
委
員
立
案
の
原
案
は
直
ち
に
総
会
の
議
に
付
さ
れ
、
問
題
と
な
っ
た
点
だ
け
を
後
で
整
理
会
に
か
け
て
、
修
正
整
理
の
う
え
確
定
案
と
さ
れ
た
。
（
　
）
７４な
（
　
）
７５号
（
　
）
７６令
Ｂ
．
法
典
調
査
会
に
お
け
る
審
議
経
過
と
明
治
民
法
　
ま
ず
、
法
典
調
査
会
の
調
査
方
針
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
七
年
調
査
会
規
則
に
よ
っ
て
、
穗
積
陳
重
、
富
井
政
章
、
梅
謙
次
郎
ら
が
法
典
調
査
委
員
に
再
任
さ
れ
る
以
前
に
、
第
二
回
法
典
調
査
会
総
会
の
審
議
を
経
た
「
法
典
調
査
ノ
方 
」
に
よ
っ
て
、
民
商
法
修
正
の
た
め
の
調
査
方
針
が
確
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
既
成
法
典
の
各
条
項
を
調
査
し
て
必
要
な
修
補
改
正
を
行
う
こ
と
が
法
典
調
査
の
目
的
で
あ
る
こ
と
（
一
条
）、
民
法
全
典
を
総
則
、
物
権
、
人
権
、
親
族
、
相
続
の
順
に
五
編
に
分
け
て
規
定
す
る
こ
と
（
二
条
）、
民
法
親
族
編
に
お
い
て
は
家
族
お
よ
び
親
族
の
私
法
的
権
利
関
係
に
関
し
て
規
定
す
る
こ
と
（
六
条
）
を
基
本
方
針
と
し
て
民
法
が
編
纂
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
起
草
委
員
は
、
民
法
典
の
起
草
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
い
く
つ
か
の
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
最
初
に
方
針
を
提
示
し
て
委
員
会
の
承
認
を
あ
ら
か
じ
め
得
る
と
い
う
手
続
き
を
と
っ
た
。
起
草
委
員
は
発
足
早
々
の
主
査
委
員
会
に
こ
の
よ
う
な
予
決
問
題
に
つ
い
て
の
議
案
を
提
出
し
、
ま
た
編
別
目
次
に
つ
い
て
の
仮
案
を
各
委
員
に
配
布
し
て
、
そ
の
意
見
を
問
う
た
の
で
あ
る
。
こ
の
予
決
問
題
に
つ
い
て
の
議
案
は
「
豫
決
議
案
」
と
も
呼
ば
れ
、
乙
号
番
号
が
付
さ
れ
た
た
め
「
乙
號
議
案
（
以
下
「
乙
号
議
案
」
と
い
う
）」
と
称
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
、
民
法
編
別
な
ら
び
に
本
文
に
関
す
る
原
案
は
甲
号
番
号
が
付
さ
れ
た
た
め
に
「
甲
號
議
案
（
以
下
「
甲
号
議
案
」
と
い
う
）」
と
呼
ば
れ 
。
乙
号
議
案
に
お
い
て
、
親
族
編
に
関
し
て
は
、
後
見
人
や
隠
居
に
関
す
る
規
定
を
親
（
　
）
７７針
（
　
）
７８た
二
八
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
族
編
中
に
置
く
こ
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
親
権
に
つ
い
て
は
特
に
議
案
と
さ
れ
て
い
な 
。
　
親
族
編
に
つ
い
て
は
甲
号
議
案
四
八
号
か
ら
六
五
号
ま
で
が
扱
っ
て
お
り
、
法
典
調
査
会
に
お
け
る
審
議
は
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
一
〇
月
一
四
日
の
第
一
二
四
回
に
始
ま
っ
て
、
断
続
的
に
継
続
し
、
翌
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
五
月
二
五
日
の
第
一
七
五
回
で
終
了
し
て
い
 
。
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
に
つ
い
て
は
、
甲
号
議
案
第
五
章
「
親
 
」
第
二
節
「
親
權
ノ
效 
」
八
九
二
条
「
親
權
ヲ
行
フ
父
又
ハ
母
ハ
其
子
ノ
監
護
及
ヒ
敎
育
ヲ
爲
ス
權
利
ヲ
有
シ
義
務
ヲ
負 
」
と
し
て
規
定
さ
れ
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
一
月
一
三 
に
開
か
れ
た
第
一
五
一
回
法
典
調
査
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
。
そ
し
て
審
議
の
結
果
、
「
其
子
」
か
ら
「
其
未
成
年
ノ
子
」
と
修
正
さ
れ 
。
　
そ
し
て
整
理
会
が
開
か
れ
た
が
、
し
か
し
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
を
規
定
し
た
甲
号
議
案
八
九
二
条
に
つ
い
て
は
特
に
変
更
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
整
理
会
の
原
議
案
と
し
て
は
決
議
案
に
整
理
案
の
内
容
を
朱
書
で
書
き
込
ん
だ
も
の
が
配
布
さ
れ 
。
そ
し
て
、
親
族
編
の
決
議
案
に
つ
い
て
は
「
民
法
整
理
決
議
案
第
四
編
親
族
第
五
編
相
續
〔
以
下
「
民
法
整
理
決
議
案
」
と
い
う
〕」
と
い
う
文
書
が
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
は
、
第
五
章
「
親
權
」
第
二
節
「
親
權
ノ
效
力
」
八
八
六
条
「
親
權
ヲ
行
フ
父
又
ハ
母
ハ
其
未
成
年
ノ
子
ノ
監
護
及
ヒ
敎
育
ヲ
爲
ス
權
利
ヲ
有
シ
義
務
ヲ
負
フ
」
と
規
定
さ
れ
て
お 
、
特
に
書
き
込
み
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
（
　
）
７９い
（
　
）
８０る
（
　
）
８１權
（
　
）
８２力
（
　
）
８３フ
（
　
）
８４日
（
　
）
８５た
（
　
）
８６た
（
　
）
８７り
　
こ
の
よ
う
な
整
理
会
を
経
て
、「
民
法
中
修
正
案
」
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
は
、
第
五
章
「
親 
」
第
二
節
「
親
權
ノ
效 
」
八
七
九
条
「
親
權
ヲ
行
フ
父
又
ハ
母
ハ
未
成
年
ノ
子
ノ
監
護
及
ヒ
敎
育
ヲ
爲
ス
權
利
ヲ
有
シ
義
務
ヲ
負 
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。「
其
未
成
年
ノ
子
」
か
ら
「
未
成
年
ノ
子
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
意
図
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
あ
ま
り
重
要
な
変
化
で
あ
る
と
も
思
え
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
は
触
れ
な
い
も
の
と
す
る
。
　
第
一
二
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
民
法
中
修
正
案
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
三
読
会
を
経
て
同
年
六
月
二
日
に
修
正
の
う
え
可
決
さ
れ
、
貴
族
院
に
お
い
て
も
、
三
読
会
を
経
て
同
年
六
月
一
〇
日
に
可
決
さ
れ
 
。
衆
議
院
に
お
け
る
修
正
は
、
裁
判
離
婚
に
お
い
て
離
婚
の
訴
え
を
提
起
で
き
る
要
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
の
目
的
意
識
と
合
致
し
な
い
の
で
こ
れ
以
上
は
触
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
と
き
、
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
民
法
中
修
正
案
の
後
二
編
に
は
、
第
一
一
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
と
第
一
二
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い 
。
し
か
し
、
第
一
一
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
は
、
法
案
の
審
議
そ
れ
自
体
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
以
上
は
触
れ
な
い
も
の
と
す
る
。
　
両
院
を
通
過
し
た
修
正
民
法
第
四
編
は
、
親
族
に
関
す
る
法
規
と
し
て
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
六
月
二
一
日
に
法
律
第
九
号
を
も
っ
て
民
法
第
五
編
相
続
と
と
も
に
公
布
さ
れ
、
同
年
七
月
一
六
日
よ
り
施
行
（
　
）
８８權
（
　
）
８９力
（
　
）
９０フ
（
　
）
９１た
（
　
）
９２る
二
九
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
成
立
前
史
（
髙
橋
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
は
、
明
治
民
法
第
五
章
「
親
権
」
第
二
節
「
親
権
ノ
効
力
」
八
七
九
条
「
親
権
ヲ
行
フ
父
又
ハ
母
ハ
未
成
年
ノ
子
ノ
監
護
及
ヒ
教
育
ヲ
為
ス
権
利
ヲ
有
シ
義
務
ヲ
負
フ
」
と
し
て
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
Ⅳ
．
明
治
民
法
甲
号
議
案
八
九
二
条
と
ド
イ
ツ
民
法
草
案
Ａ
．
明
治
民
法
甲
号
議
案
八
九
二
条
の
起
草
理
由
　
以
上
の
よ
う
に
、
明
治
民
法
八
七
九
条
の
規
定
は
、
法
典
調
査
会
の
段
階
で
「
其
子
」
か
ら
「
其
未
成
年
ノ
子
」
と
修
正
さ
れ
た
の
み
で
、
ほ
ぼ
起
草
者
の
起
草
案
ど
お
り
に
法
典
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
明
治
民
法
の
起
草
過
程
の
う
ち
、
特
に
法
典
調
査
会
に
お
け
る
監
護
教
育
権
を
定
め
た
甲
号
議
案
八
九
二
条
に
関
す
る
議
論
を
検
討
し
て
い
く
。
　
ま
ず
、
起
草
委
員
の
一
人
で
あ
る
梅
謙
次
郎
は
、
甲
号
議
案
八
九
二
条
の
必
要
性
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
　
　「
既
成
法
典
ニ
ハ
人
事
編
百
五
十
條
竝
ニ
百
五
十
一
條
抔
ニ
依
リ
マ
シ
テ
此
處
ニ
規
定
シ
テ
ア
リ
マ
ス
事
柄
ヲ
暗
ニ
想
像
シ
テ
居
ル
、
ケ
レ
ド
モ
本
案
ノ
如
キ
明
文
ハ
ナ
イ
成
程
敎
育
ニ
付
テ
ハ
民
法
ニ
ハ
規
定
ガ
ア
リ
マ
セ
ヌ
ガ
此
處
ニ
引
イ
テ
ア
ル
二
十
四
年
十
一
月
文
部
省
令
十
六
號
ニ
規
定
ガ
ア
リ
マ
ス
ガ
元
來
此
父
ガ
子
ヲ
敎
育
ス
ル
權
利
義
務
ヲ
有
ス
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
事
柄
ハ
親
權
ノ
最
モ
重
ナ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
民
法
ニ
規
定
ヲ
シ
タ
方
ガ
穩
當
ト
考
ヘ
マ
シ
タ
殊
ニ
文
部
省
令
ニ
規
定
ス
ル
コ
ト
ハ
民
法
ノ
取
ル
所
ト
聊
カ
矛
盾
シ
テ
居
リ
マ
ス
ソ
レ
ハ
ド
ウ
カ
ト
申
シ
マ
ス
ト
此
民
法
デ
ハ
戸
主
ノ
敎
育
ノ
義
務
ト
云
フ
ノ
ハ
寧
ロ
敎
育
ノ
費
用
ヲ
負
擔
ス
ル
義
務
デ
ア
ル
ソ
レ
ガ
省
令
デ
ハ
サ
ウ
デ
ナ
イ
實
際
敎
育
ヲ
自
分
ノ
盡
力
ス
ベ
キ
者
ノ
中
ニ
算
ヘ
テ
父
母
ト
同
ジ
ヤ
ウ
ナ
責
任
ヲ
持
タ
セ
樣
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
是
レ
ガ
矛
盾
シ
テ
居
ル
ソ
レ
カ
ラ
後
見
人
及
ビ
父
母
ト
云
フ
所
ガ
矛
盾
シ
テ
居
リ
マ
ス
尚
ホ
矛
盾
シ
テ
居
ル
所
ハ
費
用
ノ
コ
ト
モ
民
法
デ
ハ
原
則
ト
シ
テ
ハ
父
母
ガ
支
辨
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
ガ
子
弟
ニ
財
産
ガ
ア
レ
バ
子
弟
ガ
支
辨
ス
ル
ノ
デ
ア
ル
是
レ
ハ
省
令
ヲ
改
メ
タ
モ
ノ
ト
ハ
見
ラ
レ
マ
ス
マ
イ
カ
ラ
民
法
ノ
範
圍
内
ニ
於
テ
適
用
サ
レ
ル
カ
知
リ
マ
セ
ヌ
ガ
隨
分
憲
法
發
布
以
前
ニ
出
來
タ
勅
令
デ
ア
ル
カ
ラ
少
シ
疑
ハ
シ
イ
モ
ウ
一
ツ
ハ
此
勅
令
デ
イ
カ
ヌ
コ
ト
ハ
勅
令
ニ
ハ
單
ニ
學
齡
兒
童
ト
ア
リ
マ
ス
ガ
學
齡
ニ
達
シ
ナ
イ
モ
ノ
ト
ソ
レ
カ
ラ
學
齡
ニ
達
シ
タ
成
年
〔
マ
マ
〕
ニ
付
テ
ハ
丸
デ
規
定
ガ
ナ
イ
ト
云
フ
ノ
デ
少
シ
不
完
全
ト
思
ヒ
マ
シ
タ
カ
ラ
此
處
ニ
權
利
ヲ
有
シ
義
務
ヲ
負
フ
ト
書
キ
マ
シ
タ
外
國
ニ
ハ
多
ク
斯
ウ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
澳
太
利
グ
ラ
ウ
ブ
ユ
ン
デ
ン
ツ
ユ
ー
リ
ヒ
獨
逸
民
法
草
案
抔
ニ
ハ
本
案
ノ
如
ク
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ソ
レ
カ
ラ
和
蘭
白
耳
義
民
法
草
案
ニ
ハ
義
務
ノ
方
ガ
書
イ
テ
ア
ツ
テ
權
利
ノ
方
ハ
書
イ
テ
ア
リ
マ
セ
ヌ
ガ
可
笑
シ
ナ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ソ
レ
故
權
利
ヲ
有
シ
義
務
ヲ
負
フ
ト
書
キ
マ
シ 
」
　
す
な
わ
ち
、
梅
謙
次
郎
は
起
草
理
由
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
、
旧
民
法
は
本
原
案
の
よ
う
な
規
定
を
暗
に
（
　
）
９３タ
三
〇
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
「
想
像
」
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、「
二
十
四
年
十
一
月
文
部
省
令
十
六
號
」
に
お
い
て
、「
父
」
が
「
子
ヲ
敎
育
ス
ル
権
利
義
務
」
を
定
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、「
父
」
が
子
を
教
育
す
る
の
が
親
権
の
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
民
法
に
お
い
て
規
定
す
る
の
が
「
隱
當
」
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、「
二
十
四
年
十
一
月
文
部
省
令
十
六
號
」
に
お
い
て
、
教
育
を
事
実
行
為
と
し
て
行
う
義
務
を
親
権
者
と
戸
主
両
方
に
負
わ
せ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
旧
民
法
に
お
い
て
は
戸
主
の
教
育
義
務
は
費
用
負
担
義
務
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
点
で
省
令
と
民
法
が
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
。
第
四
に
、
憲
法
発
布
以
前
に
公
布
さ
れ
た
勅
令
に
は
「
學
齡
兒
童
」
に
つ
い
て
の
規
定
は
あ
る
け
れ
ど
も
、「
學
齡
」
に
達
し
な
い
、
も
し
く
は
過
ぎ
た
「
成
年
」〔
マ
マ
〕
の
教
育
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
い
こ
と
。
第
五
に
、
外
国
法
に
も
こ
の
よ
う
な
規
定
が
存
在
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
　
こ
の
と
き
、「
二
十
四
年
十
一
月
文
部
省
令
十
六
號
」
に
つ
い
て
説
明
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
二
十
四
年
十
一
月
文
部
省
十
六
號
」
と
は
、
明
治
二
四
年
一
一
月
一
七
日
に
出
さ
れ
た
「
文
部
省
令
第
十
六
號
（
以
下
「
明
治
二
四
年
文
部
省
令
」
と
い
う
）」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
明
治
二
三
年
一
〇
月
六
日
に
出
さ
れ
た
「
勅
令
第
二
一
五
号
小
學
校
令
〔
以
下
「
明
治
二
三
年
小
学
校
令
」
と
い
う
〕」
二
〇
条
、
そ
の
中
で
も
特
に
二
〇
条
四
項
「
學
齡
兒
童
ヲ
保
護
ス
ヘ
キ
者
ト
認
ム
ヘ
キ
要
件
ハ
文
部
大
臣
之
ヲ
規
定 
」
を
受
け
、
「
學
齡
兒
童
ヲ
保
護
ス
ヘ
キ
者
」
の
要
件
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
明
（
　
）
９４ス
治
二
四
年
文
部
省
令
は
、「
學
齡
兒
童
ヲ
保
護
ス
ヘ
キ
者
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い 
。
一
条
一
項
　「
父
母
後
見
人
戸
主
ハ
左
ノ
順
序
ニ
從
ヒ
學
齡
兒
童
ヲ
保
護
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
但
學
齡
兒
童
戸
主
タ
ル
ト
キ
ハ
第
二
條
ニ
依
ル
ヘ
シ
　
一
　
父
母
　
二
　
父
母
及
戸
主
　
父
母
共
ニ
戸
主
タ
ラ
サ
ル
ト
キ
　
三
　
後
見
人
　
父
母
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
父
母
生
存
ス
ル
モ
失
踪
、
心
神
喪
失
又
ハ
其
他
ノ
事
故
ニ
依
リ
其
義
務
ヲ
行
フ
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
　
四
　
後
見
人
及
戸
主
　
前
款
ノ
場
合
ニ
於
テ
後
見
人
戸
主
タ
ラ
サ
ル
ト
キ
」
同
条
二
項
　「
前
項
ノ
場
合
ニ
於
テ
授
業
料
及
其
他
就
學
ニ
關
ス
ル
費
用
ハ
戸
主
之
ヲ
負
擔
ス
ヘ
シ
」
二
条
一
項
　「
學
齡
兒
童
戸
主
タ
ル
ト
キ
ハ
父
母
後
見
人
ハ
左
ノ
順
序
ニ
從
ヒ
之
ヲ
保
護
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
　
一
　
父
母
　
二
　
後
見
人
　
父
母
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
父
母
生
存
ス
ル
モ
失
踪
、
心
神
喪
失
又
ハ
其
他
ノ
事
故
ニ
依
リ
其
義
務
ヲ
行
フ
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
」
　
同
条
二
項
　「
前
項
ノ
場
合
ニ
於
テ
授
業
料
及
其
他
就
學
ニ
關
ス
ル
費
用
ハ
學
齡
兒
童
ヲ
保
護
ス
ヘ
キ
者
ニ
於
テ
戸
主
ノ
財
産
ヨ
リ
之
ヲ
支
辨
（
　
）
９５る
三
一
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
成
立
前
史
（
髙
橋
）
ス
ヘ
シ
」
　
こ
の
と
き
注
意
す
べ
き
は
、「
學
齡
兒
童
ヲ
保
護
ス
ヘ
キ
者
」
の
義
務
が
、
明
治
二
三
年
小
学
校
令
二
〇
条
二
項
に
よ
っ
て
「
學
齡
兒
童
ヲ
保
護
ス
ヘ
キ
者
ハ
其
學
齡
兒
童
ヲ
シ
テ
尋
常
小
學
校
ノ
敎
科
ヲ
卒
ラ
サ
ル
間
ハ
就
學
セ
シ
ム
ル
ノ
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト 
」
と
さ
れ
、「
就
学
さ
せ
る
義
務
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
明
治
二
四
年
文
部
省
令
に
よ
っ
て
「
學
齡
兒
童
ヲ
保
護
ス
ヘ
キ
者
」
に
戸
主
が
含
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
戸
主
に
も
「
就
学
さ
せ
る
義
務
」
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
戸
主
に
「
就
学
さ
せ
る
義
務
」
を
負
わ
せ
る
明
治
二
三
年
小
学
校
令
及
び
明
治
二
四
年
文
部
省
令
は
、
戸
主
の
義
務
を
費
用
負
担
に
限
定
す
る
旧
民
法
に
矛
盾
す
る
と
、
梅
謙
次
郎
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
Ｂ
．
参
照
条
文
と
し
て
の
ド
イ
ツ
民
法
第
一
・
第
二
草
案
　
と
こ
ろ
で
、
甲
号
議
案
に
は
参
照
条
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
甲
号
議
案
八
九
二
条
の
参
照
条
文
に
つ
い
て
は
、「
人
一
五
〇
、
一
五
一
、
二
十
四
年
十
一
月
文
部
省
一
六
號
一
、
二
、
佛
二
〇
三
、
三
七
四
、
獨
一
草
一
五
〇
二
、
一
號
、
一
五
〇
四
、
一
五
〇
六
、
一
五
〇
八
、
同
二
草
一
五
二
二
、
一
五
二
六
、
一
項
、
一
五
二 
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
、
旧
民
法
人
事
編
一
五
〇
条
、
一
五
一
条
、
明
治
二
四
年
文
部
省
令
一
条
、
二
条
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
〇
三
条
、
三
七
四
（
　
）
９６ス
（
　
）
９７九
条
、
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
一
五
〇
二
条
一
号
、
一
五
〇
四
条
、
一
五
〇
六
条
、
一
五
〇
八
条
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
一
五
二
二
条
、
一
五
二
六
条
一
項
、
一
五
二
九
条
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
梅
謙
次
郎
の
起
草
理
由
の
説
明
中
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
た
「
澳
太
利
グ
ラ
ウ
ブ
ユ
ン
デ
ン
ツ
ユ
ー
リ
ヒ
獨
逸
民
法
草
案
」
の
う
ち
ド
イ
ツ
民
法
草
案
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
参
照
し
た
条
文
を
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
以
下
、
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
、
先
に
挙
げ
た
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
の
規
定
の
う
ち
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
を
一
般
的
に
定
め
て
い
る
の
は
一
五
〇
二
条
一
号
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
五
〇
二
条
一
号
は
、
親
権
者
に
「
子
ど
も
の
身
上
に
つ
い
て
も
財
産
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る
（sorge
   
 
）
義
務
と
権
利
」
が
帰
属
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い 
。
　
そ
し
て
、
先
に
挙
げ
た
ド
イ
ツ
第
二
草
案
の
規
定
の
う
ち
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
を
一
般
的
に
定
め
て
い
る
の
は
一
五
二
二
条
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
五
二
二
条
は
「
父
は
、
親
権
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
身
体
及
び
財
産
に
つ
い
て
配
慮
す
る
権
利
と
義
務
を
有
す
る
。」
と
規
定
し
て
い 
。
　
と
こ
ろ
で
近
時
、
岡
孝
に
よ
っ
て
、
法
典
調
査
会
が
参
照
し
た
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
は
、
正
式
の
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
「
暫
定
第
二
草 
」
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い 
。
岡
孝
の
指
摘
は
非
常
に
示
唆
に
富
む
も
の
で
（
　
）
９８る
（
　
）
９９る
（
　
）
１００案
（
　
）
１０１る
三
二
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
、
暫
定
第
二
草
案
も
数
種
存
在
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
う
ち
ど
れ
を
参
照
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
相
互
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文
に
お
い
て
は
筆
者
の
能
力
上
の
問
題
か
ら
、
こ
れ
ら
数
種
の
暫
定
第
二
草
案
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
暫
定
第
二
草
案
の
比
較
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
民
法
第
一
、
第
二
草
案
に
お
い
て
は
、
甲
号
議
案
八
九
二
条
と
異
な
り
、
親
権
者
は
子
の
身
体
と
財
産
に
つ
い
て
権
利
を
有
し
、
義
務
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
甲
号
議
案
八
九
二
条
中
の
「
監
護
及
ヒ
敎
育
ヲ
爲
ス
」
と
い
う
文
言
の
説
明
が
、
ド
イ
ツ
民
法
草
案
か
ら
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
な
ぜ
、
甲
号
議
案
八
九
二
条
に
子
の
財
産
に
関
す
る
権
利
義
務
が
含
ま
れ
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
別
に
説
明
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
こ
の
点
に
関
し
て
、
佐
藤
全
は
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
明
治
民
法
の
監
護
教
育
条
項
で
あ
る
第
八
百
七
十
九
条
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
影
響
が
濃
厚
で
あ
っ
た
旧
民
法
人
事
編
草
案
の
起
草
者
意
思
の
蘇
生
を
意
図
し
た
梅
謙
次
郎
が
、
そ
の
意
図
に
か
な
う
よ
う
な
「
権
利
お
よ
び
義
務
」
と
し
て
親
権
内
容
を
規
定
す
る
ド
イ
ツ
民
法
草
案
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
草
し
た
原
案
に
即
し
て
規
定
さ
れ
た
と
い
え 
。」
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
影
響
の
も
と
、
親
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
を
規
定
し
た
旧
民
法
第
一
草
案
の
規
定
を
、
明
治
民
法
に
お
い
（
　
）
１０２る
て
復
活
さ
せ
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
民
法
草
案
の
「
権
利
お
よ
び
義
務
」
と
い
う
規
定
を
参
照
し
た
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
財
産
の
保
護
に
つ
い
て
ま
で
、
甲
号
議
案
八
九
二
条
が
規
定
し
て
お
ら
ず
、
ド
イ
ツ
民
法
草
案
よ
り
も
む
し
ろ
旧
民
法
中
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
の
規
定
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
佐
藤
全
の
指
摘
は
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
し
か
し
、
佐
藤
全
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
別
の
問
題
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、「
教
育
」
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
「
監
護
」
と
い
う
文
言
が
何
れ
か
ら
生
じ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
に
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
お
よ
び
旧
民
法
起
草
中
の
諸
草
案
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
夫
婦
あ
る
い
は
親
が
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
を
規
定
す
る
条
文
に
お
い
て
「
監
護
」
と
い
う
文
言
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
「
監
護
」
と
い
う
文
言
が
ど
こ
か
ら
現
れ
た
の
か
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
章
を
わ
け
て
「
Ⅴ
」
と
し
て
論
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
監
護
」
と
い
う
文
言
が
い
つ
の
段
階
か
ら
民
法
草
案
に
現
れ
た
の
か
を
、
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
か
ら
検
討
す
る
た
め
、「
Ⅳ
」
と
し
て
扱
っ
た
場
合
議
論
の
混
乱
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
三
三
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
成
立
前
史
（
髙
橋
）
Ⅴ
．「
監
護
」
と
い
う
文
言
Ａ
．
離
婚
後
の
子
の
養
育
と
し
て
の
「
監
護
」
　「
監
護
」
と
い
う
文
言
は
、
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
中
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
初
め
て
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、
旧
民
法
第
一
草
案
に
お
い
て
で
あ 
。
す
な
わ
ち
、
第
一
草
案
一
三
四 
、
一
四
三
条
、
一
四
四
条
、
一
四
五
条
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
以
下
の
よ
う
な
規
定
で
あ 
。
一
三
四
条
一
項
　「
離
婚
ノ
訴
訟
中
子
ノ
監
護
ハ
原
告
又
ハ
被
告
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
夫
ニ
属
ス
」
同
条
二
項
　「
然
レ
ト
モ
地
方
裁
判
所
ハ
婦
、
親
族
若
ク
ハ
検
事
ノ
請
求
ニ
依
リ
子
ノ
利
益
ヲ
慮
リ
婦
又
ハ
第
三
者
ニ
其
監
護
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
一
四
三
条
一
項
　「
夫
婦
中
離
婚
ノ
裁
判
宣
告
ヲ
得
タ
ル
直
者
ハ
子
ノ
監
護
ニ
任
ス
可
シ
」
同
条
二
項
　「
然
レ
ト
モ
裁
判
所
ハ
親
族
又
ハ
検
事
ノ
請
求
ニ
依
リ
子
ノ
利
益
ヲ
慮
リ
之
ヲ
他
ノ
一
方
又
ハ
第
三
者
ノ
監
護
ニ
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
一
四
四
条
一
項
「
夫
婦
ノ
中
子
ノ
監
護
ニ
任
ス
ル
者
ハ
親
権
ヲ
行
フ
」
同
条
二
項
「
第
三
者
ハ
其
監
護
ス
ル
子
ノ
行
状
ニ
付
不
満
ノ
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
其
意
見
ヲ
親
族
会
ニ
申
立
テ
親
族
会
ヲ
シ
テ
父
母
ノ
意
見
ヲ
聴
キ
第
八
章
ニ
定
ム
ル
懲
戒
処
分
ヲ
允
許
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
（
　
）
１０３る
（
　
）
１０４条
（
　
）
１０５る
一
四
五
条
　「
何
人
ニ
子
ノ
監
護
ヲ
付
シ
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
父
母
ハ
其
子
ノ
養
成
及
ヒ
教
育
ヲ
検
視
ス
ル
ノ
権
利
ヲ
有
シ
各
其
資
力
ニ
応
シ
テ
費
用
ヲ
負
担
ス
」
　
こ
の
と
き
「
監
護
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
一
草
案
一
四
四
条
の
理
由
書
に
「
第
三
者
ハ
子
ノ
監
護
ノ
ミ
ニ
任
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
即
チ
其
養
成
及
ヒ
教
育
ヲ
負
担
ス
可 
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、「
監
護
」
と
は
、
子
ど
も
の
「
養
成
」
と
「
教
育
」
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
明
治
民
法
の
甲
号
議
案
八
九
二
条
の
「
監
護
」
の
内
容
と
明
ら
か
な
差
異
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
甲
号
議
案
八
九
二
条
に
お
い
て
は
、「
監
護
及
ヒ
敎
育
ヲ
爲
ス
」
と
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、「
監
護
」
に
は
「
教
育
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
第
一
草
案
一
四
四
条
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
差
異
が
起
草
者
、
特
に
明
治
民
法
の
起
草
者
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
考
慮
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
旧
民
法
編
纂
の
段
階
で
、
規
定
や
条
文
数
な
ど
が
変
化
し
、
最
終
的
に
旧
民
法
人
事
編
に
お
い
て
は
、
八
三
条
、
九
〇
条
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。
　
八
三
条
一
項
　「
離
婚
ノ
訴
訟
中
子
ノ
監
護
ハ
原
告
又
ハ
被
告
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
夫
ニ
属
ス
但
入
夫
及
ヒ
婿
養
子
ニ
付
テ
ハ
婦
ニ
属
ス
」
同
条
二
項
　「
然
レ
ト
モ
裁
判
所
ハ
夫
、
婦
、
親
族
又
ハ
検
事
ノ
請
求
ニ
（
　
）
１０６シ
三
四
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
因
リ
子
ノ
利
益
ヲ
慮
リ
テ
其
監
護
ヲ
他
ノ
一
方
又
ハ
第
三
者
ニ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
九
〇
条
一
項
　「
離
婚
ノ
後
子
ノ
監
護
ハ
夫
ニ
属
ス
但
入
夫
及
ヒ
婿
養
子
ニ
付
テ
ハ
婦
ニ
属
ス
」
同
条
二
項
　「
然
レ
ト
モ
裁
判
所
ハ
夫
、
婦
、
親
族
又
ハ
検
事
ノ
請
求
ニ
因
リ
子
ノ
利
益
ヲ
慮
リ
テ
之
ヲ
他
ノ
一
方
又
ハ
第
三
者
ノ
監
護
ニ
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
　　
離
婚
後
の
子
ど
も
の
監
護
に
関
す
る
規
定
は
、
明
治
民
法
の
起
草
段
階
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
甲
号
議
案
八
二
二
条
、
八
三
〇
条
が
規
定
し
て
い
る
。
甲
号
議
案
八
二
二
条
、
八
三
〇
条
の
規
定
は
以
下
の
と
お
り
で
あ 
。
　
八
二
二
条
一
項
　「
前
二
條
ノ
規
定
ニ
依
リ
テ
離
婚
ヲ
爲
シ
タ
ル
者
カ
其
協
議
ヲ
以
テ
子
ノ
監
護
ヲ
爲
ス
ヘ
キ
者
ヲ
定
メ
サ
リ
シ
ト
キ
ハ
其
監
護
ハ
夫
ニ
屬
ス
」
同
条
二
項
　「
夫
カ
離
婚
ニ
因
リ
テ
婚
家
ヲ
去
リ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
子
ノ
監
護
ハ
妻
ニ
屬
ス
」
同
条
三
項
　「
前
二
項
ノ
規
定
ハ
監
護
ノ
範
圍
外
ニ
於
テ
父
母
ノ
權
利
義
務
ニ
變
更
ヲ
生
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
」
八
三
〇
条
　「
第
八
百
二
十
二
條
ノ
規
定
ハ
裁
判
上
ノ
離
婚
ニ
之
ヲ
準
用
ス
但
裁
判
所
ハ
子
ノ
利
益
ノ
爲
メ
其
監
護
ニ
付
キ
之
ニ
異
ナ
リ
タ
ル
處
（
　
）
１０７る
分
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
　
以
上
の
よ
う
に
、
甲
号
議
案
に
お
い
て
も
、
旧
民
法
と
同
様
に
「
監
護
」
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
典
調
査
会
に
お
け
る
議
論
に
お
い
て
は
、「
監
護
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
直
接
説
明
も
議
論
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
明
治
民
法
に
お
い
て
も
若
干
の
変
更
は
あ
る
も
の
の
基
本
的
に
起
草
案
の
と
お
り
に
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
Ｂ
．「
監
護
」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
た
理
由
の
考
察
　
こ
の
よ
う
に
、
離
婚
後
の
子
ど
も
の
養
育
に
関
し
て
「
監
護
」
と
い
う
文
言
が
、
旧
民
法
の
段
階
か
ら
す
で
に
使
わ
れ
て
お
り
、
明
治
民
法
甲
号
議
案
の
段
階
で
も
「
監
護
」
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
権
利
義
務
を
規
定
し
た
甲
号
議
案
八
九
二
条
に
お
い
て
、
あ
え
て
「
監
護
」
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
甲
号
議
案
八
二
二
条
、
八
三
〇
条
の
「
監
護
」
と
合
わ
せ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
仮
説
を
論
証
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
以
下
の
二
点
を
論
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
起
草
者
が
離
婚
後
の
子
ど
も
の
「
監
護
」
と
親
権
に
お
け
る
「
監
護
」
を
同
一
の
概
念
と
考
え
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
も
し
同
一
の
概
念
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
統
一
す
る
意
思
を
有
し
て
い
た
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。
三
五
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
成
立
前
史
（
髙
橋
）
　
第
一
点
目
に
つ
い
て
、『
民
法
修
正
案
理
由
書
』
は
、
協
議
上
の
離
婚
に
お
い
て
子
の
監
護
者
を
定
め
た
場
合
に
、
監
護
以
外
の
父
母
の
権
利
義
務
に
つ
い
て
は
変
更
が
生
じ
な
い
こ
と
を
規
定
し
た
八
一
二
条
三
項
の
理
由
中
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
本
條
ノ
規
定
ハ
單
ニ
子
ノ
監
護
ノ
ミ
ニ
關
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
親
權
ノ
・
・
・
他
ノ
効
力
・
・
・
・
其
他
親
子
間
ノ
權
利
義
務
ニ
影
響
ヲ
及
ホ
サ
サ
ル
モ
ノ
ト
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
〔
傍
点
筆
者
記 
〕」
と
述
べ
て
お
り
、
親
権
中
の
監
護
の
み
に
つ
い
て
父
母
は
協
議
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
梅
謙
次
郎
は
『
民
法
要
義
』
の
中
の
明
治
民
法
八
一
二
条
の
註
釈
に
お
い
て
、「
以
上
ハ
單
ニ
子
ノ
監
護
ノ
ミ
ニ
付
テ
規
定
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
ニ
其
監
護
以
外
ニ
於
テ
ハ
毫
モ
親
權
ニ
影
響
ヲ
及
ホ
サ
サ
ル
コ
ト
固
ヨ
リ
ナ
リ
例
ヘ
ハ
子
ノ
敎
育
、
懲
戒
、
其
代
表
及
ヒ
其
財
産
ノ
管
理
ノ
如
キ
ハ
総
テ
第
五
章
ノ
規
定
ニ
從
ヒ
親
權
ヲ
有
ス
ル
者
ノ
權
内
ニ
屬
ス
ヘ
ク
決
シ
テ
本
條
ノ
規
定
ニ
依
リ
テ
監
護
權
ヲ
有
ス
ル
者
ノ
權
内
ニ
在
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト 
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
し
て
、
梅
謙
次
郎
は
、
離
婚
後
の
子
ど
も
の
監
護
者
に
は
親
権
中
の
「
監
護
」
の
み
が
付
与
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
梅
謙
次
郎
は
、
少
な
く
と
も
明
治
民
法
八
一
二
条
の
「
監
護
」
と
明
治
民
法
八
一
九
条
の
「
監
護
」
は
同
一
の
概
念
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
第
二
点
目
に
つ
い
て
、
梅
謙
次
郎
は
「
法
典
ニ
關
ス
ル
話
」
に
お
い
て
、
施
行
延
期
と
な
っ
た
旧
民
法
お
よ
び
商
法
の
問
題
点
を
論
じ
た
箇
（
　
）
１０８入
（
　
）
１０９ス
所
で
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
同
一
ノ
文
字
ヲ
以
テ
重
複
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
其
害
尠
シ
ト
雖
モ
相
異
ナ
レ
ル
文
字
ヲ
用
ヒ
テ
重
複
ヲ
爲
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
其
害
實
ニ
甚
シ
ト
謂
フ
ベ
シ
、
例
ヘ
バ
民
法
ト
商
法
ト
其
文
字
ハ
異
ナ
レ
ル
モ
起
草
者
ニ
於
テ
ハ
同
一
ノ
事
柄
ヲ
示
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
之
ヲ
解
ス
ル
者
曰
ク
是
レ
全
ク
同
一
ノ
事
柄
ヲ
民
商
兩
法
ニ
出
シ
タ
ル
ニ
ア
ラ
ジ
盖
シ
其
意
味
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
、
此
ノ
如
キ
疑
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
モ
ノ
既
ニ
害
ヲ
及
ボ
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
法
典
編
纂
ノ
方
針
ト
シ
テ
最
モ
避
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ナ
リ
ト 
、」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
一
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
文
字
を
使
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
起
草
者
と
し
て
の
梅
謙
次
郎
の
基
本
的
な
見
解
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
論
証
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
引
用
し
た
『
民
法
修
正
案
理
由
書
』
お
よ
び
梅
謙
次
郎
の
『
民
法
要
義
』
は
、
法
典
調
査
会
に
お
け
る
審
議
後
の
著
作
で
あ
り
、
甲
号
議
案
起
草
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
見
解
を
有
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
あ
る
。
第
二
に
、
そ
も
そ
も
、
甲
号
議
案
八
九
二
条
の
主
要
な
起
草
者
が
誰
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
も
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
、
そ
の
起
草
理
由
に
つ
い
て
は
法
典
調
査
会
の
席
上
で
梅
謙
次
郎
が
説
明
を
し
て
い
る
以
上
、
穗
積
陳
重
や
富
井
政
章
よ
り
も
、
梅
謙
次
郎
が
主
要
な
起
草
者
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
け
れ
ど
も
、
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
　
以
上
い
く
つ
か
の
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
甲
号
議
案
八
九
二
条
に
（
　
）
１１０ス
三
六
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
「
監
護
」
と
い
う
文
言
が
現
れ
た
原
因
を
、
梅
謙
次
郎
が
離
婚
後
の
子
の
「
監
護
」
を
定
め
た
甲
号
議
案
八
二
二
条
、
八
三
〇
条
と
の
文
言
の
統
一
を
図
っ
た
た
め
と
考
え
る
の
が
順
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
　
以
上
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、
明
治
民
法
八
七
九
条
ま
で
の
起
草
過
程
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
①
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
の
段
階
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
は
義
務
と
し
て
の
み
規
定
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
そ
の
義
務
は
、
皇
国
民
法
仮
規
則
以
外
の
草
案
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
影
響
を
強
く
受
け
、
婚
姻
の
義
務
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
義
務
の
内
容
も
、
「
養
育
」
ま
た
は
「
養
育
・
教
訓
」
す
る
義
務
で
あ
り
、「
監
護
」「
教
育
」
と
い
う
文
言
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
②
旧
民
法
の
起
草
段
階
初
期
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
は
義
務
と
し
て
の
み
規
定
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
の
段
階
と
異
な
り
、
婚
姻
の
義
務
で
は
な
く
、
親
子
の
義
務
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
義
務
の
内
容
に
つ
い
て
は
第
一
草
案
の
段
階
に
お
い
て
は
「
養
成
」「
訓
戒
」「
教
育
」
と
さ
れ
、
そ
の
後
は
「
養
育
」「
訓
戒
」「
教
育
」
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
編
纂
過
程
の
中
途
に
お
い
て
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
は
削
除
さ
れ
、
結
局
旧
民
法
に
お
い
て
は
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
一
草
案
の
段
階
か
ら
、
離
婚
後
の
子
ど
も
の
養
育
に
つ
い
て
「
監
護
」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
③
明
治
民
法
の
起
草
段
階
に
入
り
、
具
体
的
に
は
甲
号
議
案
の
段
階
に
お
い
て
、
改
め
て
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
を
規
定
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
や
旧
民
法
の
初
期
の
起
草
案
と
は
異
な
り
、
単
な
る
婚
姻
の
義
務
や
親
子
間
の
義
務
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
民
法
草
案
の
影
響
を
受
け
て
「
権
利
」
に
し
て
「
義
務
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
初
め
て
親
権
規
定
中
の
一
規
定
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
権
利
義
務
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
監
護
」「
教
育
」
と
さ
れ
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
に
つ
い
て
初
め
て
「
監
護
」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、「
監
護
」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
た
理
由
は
、
離
婚
後
の
子
ど
も
の
「
監
護
」
と
の
文
言
の
統
一
を
図
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
法
典
調
査
会
に
お
い
て
、
単
な
る
「
子
」
か
ら
「
未
成
年
ノ
子
」
と
変
更
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
大
き
な
変
更
は
加
え
ら
れ
ず
、
甲
号
議
案
八
九
二
条
は
明
治
民
法
八
七
九
条
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
明
治
民
法
八
七
九
条
の
オ
リ
ジ
ン
に
は
、
概
ね
三
つ
の
流
れ
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
源
泉
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
か
ら
存
在
し
て
い
た
流
れ
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
を
婚
姻
の
義
務
と
し
、
権
利
性
を
含
ま
ず
、
さ
ら
に
義
務
の
範
囲
に
子
ど
も
の
財
産
管
理
に
対
す
る
義
務
は
含
ま
な
い
点
に
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
婚
姻
の
義
務
と
い
う
特
徴
に
つ
い
て
は
、
旧
民
法
編
纂
過
程
の
初
期
に
親
子
間
の
義
務
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
第
二
の
流
れ
三
七
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
成
立
前
史
（
髙
橋
）
は
、
ド
イ
ツ
民
法
草
案
に
源
泉
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
を
単
に
「
義
務
」
と
し
て
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
親
権
の
一
規
定
と
し
て
、
権
利
性
を
合
わ
せ
て
規
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。
最
後
に
、
第
三
の
流
れ
は
、
同
じ
明
治
民
法
の
草
案
の
中
か
ら
生
じ
た
も
の
で
、
離
婚
後
の
子
ど
も
の
「
監
護
」
と
の
文
言
の
統
一
性
を
図
ろ
う
と
し
た
流
れ
で
あ
る
。
但
し
、
第
三
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
な
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
明
治
民
法
八
七
九
条
の
監
護
教
育
権
の
規
定
は
、
単
純
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
や
ド
イ
ツ
民
法
を
参
照
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
意
図
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
を
融
合
さ
せ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
規
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
民
法
典
、
少
な
く
と
も
親
族
法
内
に
お
い
て
文
言
の
調
整
を
し
た
上
で
の
規
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
明
治
民
法
八
七
九
条
が
ど
の
よ
う
に
現
行
民
法
八
二
〇
条
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
か
、
特
に
戦
後
の
民
法
改
正
作
業
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
子
ど
も
虐
待
と
親
権
と
の
関
係
と
い
う
当
初
の
問
題
意
識
か
ら
し
て
、
親
権
の
権
利
性
と
い
う
点
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
対
処
が
あ
り
う
る
の
か
を
考
察
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
旧
民
法
起
草
過
程
ま
で
の
一
般
的
な
「
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
」
に
、
権
利
性
と
い
う
概
念
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
点
に
つ
き
明
治
民
法
の
起
草
段
階
に
お
い
て
ド
イ
ツ
民
法
草
案
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
ド
イ
ツ
法
の
議
論
が
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
注（１
） 
平
湯
真
人
「
親
権
を
め
ぐ
る
課
題
」
別
冊
発
達
二
六
号
（
二
〇
〇
一
年
）
九
一
～
九
二
頁
（
２
） 
明
治
初
年
か
ら
明
治
民
法
制
定
ま
で
の
親
権
規
定
の
変
遷
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
新
田
敏
「
明
治
初
年
よ
り
明
治
民
法
成
立
に
至
る
親
権
」
綜
合
法
学
六
巻
九
号
（
一
九
六
三
年
）
二
二
～
三
三
頁
、
佐
藤
全
「
明
治
初
期
の
民
法
諸
草
案
に
お
け
る
監
護
教
育
条
項－
民
法
決
議
第
二
か
ら
明
治
一
一
年
民
法
草
案
ま
で－
」『
親
の
教
育
義
務
と
権
利
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
八
年
）
三
～
三
八
頁
〔
初
出
、
国
立
教
育
研
究
所
研
究
集
録
九
号
（
一
九
八
四
年
）〕、
同
「
旧
民
法
の
編
纂
過
程
に
お
け
る
監
護
教
育
条
項－
そ
の
生
成
・
削
除
の
経
緯
と
公
布
民
法
に
お
け
る
関
係
条
項
の
解
釈
論
に
関
す
る
検
討－
」『
親
の
教
育
義
務
と
権
利
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
八
年
）
七
一
～
一
〇
七
頁
〔
初
出
、
国
立
教
育
研
究
所
研
究
集
録
一
二
号
（
一
九
八
六
年
）〕、
同
「
明
治
民
法
に
お
け
る
監
護
教
育
条
項－
そ
の
規
定
過
程
と
参
照
法
例
と
し
て
の
ド
イ
ツ
民
法
草
案
の
検
討－
」
『
親
の
教
育
義
務
と
権
利
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
八
年
）
一
〇
九
～
一
三
九
頁
〔
初
出
、
国
立
教
育
研
究
所
研
究
集
録
一
四
号
（
一
九
八
七
年
）〕
が
あ
る
。
（
３
） 
石
井
良
助
「
民
法
典
の
編
纂－
民
法
決
議
よ
り
民
法
仮
法
則
迄－
」『
民
法
典
の
編
纂
』（
創
文
社
、
一
九
七
九
年
）
九
頁
〔
初
出
、
国
家
学
会
雑
誌
五
八
巻
二
号
（
一
九
四
四
年
）〕
（
４
） 
小
早
川
欣
吾
「
舊
民
法
典
編
纂
過
程
と
舊
民
法
典
に
關
す
る
論
争
に
就
い
て
」
三
八
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
『
續
明
治
法
制
叢
考
』（
山
口
書
房
、
一
九
四
四
年
）
二
一
二
頁
（
５
） 
石
井
良
助
・
前
掲
論
文
（
注
３
）
八
頁
（
６
） 
前
田
達
明
編
『
史
料
民
法
典
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
）
二
三
頁
（
７
） 
前
田
達
明
編
・
前
掲
（
注
６
）『
史
料
民
法
典
』
二
七
頁
（
８
） 
前
田
達
明
編
・
前
掲
（
注
６
）『
史
料
民
法
典
』
二
七
頁
（
９
） 
前
田
達
明
編
・
前
掲
（
注
６
）『
史
料
民
法
典
』
四
一
頁
（
　
） 
石
井
良
助
「
民
法
決
議
第
三
編
至
第
五
編
」『
民
法
典
の
編
纂
』（
創
文
社
、
１０
一
九
七
九
年
）
五
八
頁
〔
初
出
、
法
学
協
会
雑
誌
八
〇
巻
一
一
号
（
一
九
六
三
年
）〕
（
　
） 
石
井
良
助
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
六
五
頁
１１
１０
（
　
） 
石
井
良
助
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
六
五
頁
１２
１０
（
　
） 
民
法
決
議
の
修
正
案
と
し
て
「
御
国
民
法
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
手
塚
豊
に
１３
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
御
国
民
法
に
は
「
城
井
国
綱
」
と
署
名
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
筆
跡
が
数
種
あ
る
こ
と
か
ら
少
な
く
と
も
城
井
国
綱
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
と
も
の
と
さ
れ
、「
御
国
民
法
」
と
い
う
名
称
は
正
式
の
も
の
か
、
城
井
国
綱
が
私
的
に
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
と
さ
れ
る
（
手
塚
豊
「
御
国
民
法－
城
井
国
綱
本－
」『
明
治
民
法
史
の
研
究
（
上
）〔
手
塚
豊
著
作
集
〕
第
七
巻
』（
慶
應
通
信
、
一
九
九
〇
年
）
一
六
九
頁
〔
初
出
、
法
学
研
究
三
八
巻
七
号
（
一
九
六
五
年
）〕）。
し
か
し
、
本
論
文
の
問
題
意
識
に
関
係
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
民
法
決
議
に
比
べ
特
に
重
要
な
差
異
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
（
　
） 
第
一
次
草
案
、
第
三
次
草
案
に
つ
い
て
は
、
発
見
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
１４
も
、
発
見
さ
れ
て
い
る
諸
草
案
か
ら
石
井
良
助
が
そ
の
存
在
を
推
定
し
て
い
る
。
（
　
） 
石
井
良
助
「
明
治
初
年
民
法
編
纂
略
史
　
明
法
寮
民
法
草
案
」『
民
法
典
の
編
１５
纂
』（
創
文
社
、
一
九
七
九
年
）
一
八
八
～
一
八
九
頁
〔
初
出
、
法
律
時
報
二
九
巻
八
号
（
一
九
五
七
年
）（
元
の
題
名
は
「
図
説
明
治
民
法
制
定
史
」）〕
（
　
） 
石
井
良
助
「
旧
民
法
編
纂
関
係
史
料
若
干
　
民
法
草
案
解
題
」『
民
法
典
の
編
１６
纂
』（
創
文
社
、
一
九
七
九
年
）
一
六
一
頁
〔
初
出
、
石
井
良
助
編
『
明
治
文
化
資
料
叢
書
　
第
三
巻
　
法
律
篇
上
』（
一
九
六
〇
年
）〕
（
　
） 
利
谷
信
義
編
『
日
本
近
代
法
史
研
究
資
料
集
第
一
　
皇
国
民
法
仮
規
則 
１７－
附
、
解
題
・
明
治
民
法
編
纂
史
関
係
主
要
文
献
目
録－
』（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
特
定
研
究
「
日
本
近
代
化
」
研
究
組
織
、
一
九
七
〇
年
）
一
四
頁
（
　
） 
利
谷
信
義
編
・
前
掲
（
注
　
）『
皇
国
民
法
仮
規
則
』
一
四
頁
１８
１７
（
　
） 
利
谷
信
義
編
・
前
掲
（
注
　
）『
皇
国
民
法
仮
規
則
』
一
五
頁
１９
１７
（
　
） 
利
谷
信
義
編
・
前
掲
（
注
　
）『
皇
国
民
法
仮
規
則
』
一
五
～
一
六
頁
２０
１７
（
　
） 
石
井
良
助
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
一
六
二
頁
２１
１６
（
　
） 
石
井
良
助
「
左
院
の
民
法
草
案
」『
民
法
典
の
編
纂
』（
創
文
社
、
一
九
七
九
２２
年
）
九
五
頁
〔
初
出
、
国
家
学
会
雑
誌
六
〇
巻
一
、
六
号
（
一
九
四
六
年
）〕
（
　
） 
石
井
良
助
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
六
八
頁
２３
２２
（
　
） 
石
井
良
助
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
七
一
頁
２４
２２
（
　
） 
石
井
良
助
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
九
七
頁
２５
２２
（
　
） 
石
井
良
助
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
九
七
頁
２６
２２
（
　
） 
こ
の
と
き
、
石
井
良
助
は
、
引
用
文
に
お
い
て
、（
　
）
で
囲
ん
だ
の
は
朱
抹
２７
を
、「
　
」
で
囲
ん
だ
も
の
は
朱
書
記
入
を
示
し
た
と
し
て
い
る
（
石
井
良
助
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
六
八
頁
）。
２２
（
　
） 
星
野
通
「
明
治
十
一
年
民
法
草
案
解
題
」
星
野
通
編
『
明
治
十
一
年
民
法
草
２８
案
』（
松
山
經
濟
專
門
學
校
商
經
研
究
會
、
一
九
四
四
年
）
一
〇
頁
（
　
） 
星
野
通
編
『
明
治
十
一
年
民
法
草
案
』（
松
山
經
濟
專
門
學
校
商
經
研
究
會
、
２９
一
九
四
四
年
）
一
九
頁
（
　
） 
星
野
通
編
・
前
掲
（
注
　
）『
明
治
十
一
年
民
法
草
案
』
二
八
頁
３０
２９
（
　
） 
星
野
通
編
・
前
掲
（
注
　
）『
明
治
十
一
年
民
法
草
案
』
三
四
頁
３１
２９
（
　
） 
星
野
通
編
・
前
掲
（
注
　
）『
明
治
十
一
年
民
法
草
案
』
三
四
頁
３２
２９
（
　
） 
石
井
良
助
「
明
治
初
年
民
法
典
編
纂
略
史
　
明
治
一
一
年
民
法
草
案
」『
民
法
３３
三
九
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
成
立
前
史
（
髙
橋
）
典
の
編
纂
』（
創
文
社
、
一
九
七
九
年
）
二
〇
九
頁
〔
初
出
、
法
律
時
報
三
〇
巻
四
、
六
号
（
一
九
五
八
年
）〕
（
　
） 
向
井
健
の
論
文
に
お
い
て
は
、
東
京
教
育
大
学
文
学
部
研
究
室
所
蔵
と
な
っ
３４
て
い
る
。（
向
井
健
「
新
た
な
る
民
法
人
事
編
草
案－
明
治
十
二
年
草
案
と
、
そ
の
周
辺－
」
法
學
研
究
五
八
巻
七
号
（
一
九
八
五
年
）
一
四
頁
）
（
　
） 
向
井
健
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
一
四
頁
３５
３４
（
　
） 
向
井
健
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
一
七
頁
３６
３４
（
　
） 
向
井
健
「
明
治
十
二
年
・
民
法
人
事
編
草
案－
「
新
た
な
る
民
法
人
事
編
草
３７
案
」
続
考－
」
法
學
研
究
五
八
巻
一
二
号
（
一
九
八
五
年
）
八
〇
頁
（
　
） 
向
井
健
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
一
七
頁
３８
３４
（
　
） 
向
井
健
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
一
七
頁
３９
３４
（
　
） 
向
井
健
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
一
八
頁
４０
３４
（
　
） 
阿
部
徹
「
民
法
成
立
史
一
斑
（
一
）－
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
穂
積
文
４１
書
」
採
録－
」
筑
波
法
政
一
五
号
（
一
九
九
二
年
）
三
〇
二
頁
（
　
） 
阿
部
徹
・
前
掲
論
文
（
注
　
）「
民
法
成
立
史
一
斑
（
一
）」
三
〇
九
頁
４２
４１
（
　
） 
阿
部
徹
・
前
掲
論
文
（
注
　
）「
民
法
成
立
史
一
斑
（
一
）」
三
〇
九
頁
４３
４１
（
　
） 
阿
部
徹
・
前
掲
論
文
（
注
　
）「
民
法
成
立
史
一
斑
（
一
）」
三
一
〇
頁
４４
４１
（
　
） 
手
塚
豊
「
明
治
二
十
三
年
民
法
（
旧
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
権－
そ
の
生
成
４５
と
性
格－
」『
明
治
民
法
史
の
研
究
（
下
）〔
手
塚
豊
著
作
集
〕
第
八
巻
』（
慶
應
通
信
、
一
九
九
一
年
）
二
二
三
頁
〔
初
出
、
法
学
研
究
二
六
巻
一
〇
号
（
一
九
五
三
年
）、
二
七
巻
六
、
八
号
（
一
九
五
四
年
）〕
（
　
） 
石
井
良
助
編
「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
上
巻
」
明
治
文
化
資
料
叢
書
刊
行
４６
会
編
『
明
治
文
化
資
料
叢
書
　
第
三
巻
　
法
律
篇
上
』（
風
間
書
房
、
一
九
五
九
年
）
一
二
六
頁
（
　
） 
石
井
良
助
編
・
前
掲
（
注
　
）「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
上
巻
」
一
五
四
頁
４７
４６
（
　
） 
石
井
良
助
編
・
前
掲
（
注
　
）「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
上
巻
」
一
五
五
頁
４８
４６
（
　
） 
石
井
良
助
編
・
前
掲
（
注
　
）「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
上
巻
」
一
二
六
頁
４９
４６
（
　
） 
石
井
良
助
編
・
前
掲
（
注
　
）「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
上
巻
」
一
五
五
頁
５０
４６
（
　
） 
石
井
良
助
編
・
前
掲
（
注
　
）「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
上
巻
」
一
五
五
頁
５１
４６
（
　
） 
石
井
良
助
編
「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
下
巻
」
明
治
文
化
資
料
叢
書
刊
行
５２
会
編
『
明
治
文
化
資
料
叢
書
　
第
三
巻
　
法
律
篇
上
』（
風
間
書
房
、
一
九
五
九
年
）
一
八
三
頁
（
　
） 
石
井
良
助
編
・
前
掲
（
注
　
）「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
上
巻
」
一
五
五
頁
５３
４６
（
　
） 
以
下
の
法
律
取
調
委
員
会
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
は
、
手
塚
豊
・
前
掲
論
文
５４
（
注
　
）
二
三
三
頁
に
よ
る
。
４５
（
　
） 
手
塚
豊
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
二
三
七
頁
５５
４５
（
　
） 
「
民
法
ニ
關
ス
ル
諸
意
見
書
綴
込
」
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
５６
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
六
』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
九
年
）
五
〇
～
八
二
頁
（
　
） 
前
掲
（
注
　
）「
民
法
ニ
關
ス
ル
諸
意
見
書
綴
込
」
八
一
頁
５７
５６
（
　
） 
手
塚
豊
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
二
三
七
頁
５８
４５
（
　
） 
石
井
良
助
編
「
民
法
草
案
人
事
編
再
調
査
案
」
明
治
文
化
資
料
叢
書
刊
行
会
５９
編
『
明
治
文
化
資
料
叢
書
　
第
三
巻
　
法
律
篇
下
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
八
年
）
二
〇
八
頁
（
　
） 
石
井
良
助
編
・
前
掲
（
注
　
）「
民
法
草
案
人
事
編
再
調
査
案
」
二
一
一
頁
６０
５９
（
　
） 
石
井
良
助
編
・
前
掲
（
注
　
）「
民
法
草
案
人
事
編
再
調
査
案
」
二
一
一
頁
６１
５９
（
　
） 
石
井
良
助
編
「
民
法
人
事
編
（
元
老
院
提
出
案
）」
明
治
文
化
資
料
叢
書
刊
行
６２
会
編
『
明
治
文
化
資
料
叢
書
　
第
三
巻
　
法
律
篇
下
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
八
年
）
二
六
九
頁
（
　
） 
石
井
良
助
編
・
前
掲
（
注
　
）「
民
法
人
事
編
（
元
老
院
提
出
案
）」
二
七
七
頁
６３
６２
（
　
） 
石
井
良
助
編
・
前
掲
（
注
　
）「
民
法
人
事
編
（
元
老
院
提
出
案
）」
二
七
八
頁
６４
６２
（
　
） 
手
塚
豊
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
二
六
〇
～
二
六
二
頁
６５
４５
四
〇
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
（
　
） 
こ
れ
は
、
石
井
良
助
「
旧
民
法
人
事
編
元
老
院
提
出
案
、
審
査
会
案
、
議
定
６６
案
お
よ
び
内
閣
修
正
案
」『
民
法
典
の
編
纂
』（
創
文
社
、
一
九
七
九
年
）
二
三
二
頁
、
二
三
四
頁
〔
初
出
、
国
家
学
会
雑
誌
七
一
巻
五
号
（
一
九
五
七
年
）、
七
二
巻
二
号
（
一
九
五
八
年
）〕
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
　
） 
手
塚
豊
「
明
治
以
後
の
親
子
法－
明
治
民
法
施
行
以
前－
」『
明
治
民
法
史
の
６７
研
究
（
下
）〔
手
塚
豊
著
作
集
〕
第
八
巻
』（
慶
應
通
信
、
一
九
九
一
年
）
七
〇
頁
〔
初
出
、
中
川
善
之
助
ほ
か
編
『
親
子－
家
族
問
題
と
家
族
法
Ⅳ－
』（
一
九
五
七
年
）〕」
（
　
） 
官
報
第
二
八
二
三
号
（
一
八
九
二
年
）
二
五
七
頁
６８
（
　
） 
官
報
第
二
九
一
八
号
（
一
八
九
三
年
）
二
九
三
頁
６９
（
　
） 
官
報
第
二
九
三
四
号
（
一
八
九
三
年
）
一
六
八
頁
７０
（
　
） 
官
報
第
二
九
四
〇
号
（
一
八
九
三
年
）
二
六
〇
～
二
六
一
頁
７１
（
　
） 
官
報
第
三
〇
〇
三
号
（
一
八
九
三
年
）
三
三
頁
７２
（
　
） 
「
仁
井
田
博
士
に
民
法
典
編
纂
事
情
を
聽
く
座
談
會
」
法
律
時
報
一
〇
巻
七
号
７３
（
一
九
三
八
年
）
二
八
～
二
九
頁
（
　
） 
前
掲
（
注
　
）・「
仁
井
田
博
士
に
民
法
典
編
纂
事
情
を
聽
く
座
談
會
」
一
七
７４
７３
頁
〔
仁
井
田
益
太
郎
発
言
〕
（
　
） 
官
報
三
二
一
九
号
（
一
八
九
四
年
）
二
八
五
頁
７５
（
　
） 
官
報
三
二
二
七
号
（
一
八
九
四
年
）
五
四
頁
７６
（
　
） 
「
舊
民
法
編
纂
沿
革
　
法
典
調
査
規
程
　
法
典
調
査
ノ
方
針
議
事
規
則
等
　
書
７７
記
執
務
心
得
　
法
典
調
査
會
員
特
別
擔
任
年
月
調
（
甲
、
乙
）　
法
典
調
査
會
總
裁
副
總
裁
及
委
員
任
免
一
覽
表
、
聯
合
會
日
誌
」
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
二
八
』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
六
年
）
一
八
頁
（
　
） 
福
島
正
夫
編
『
明
治
民
法
の
制
定
と
穗
積
文
書－
「
法
典
調
査
會
　
穗
積
陳
７８
重
博
士
關
係
文
書
」
の
解
説
・
目
録
お
よ
び
資
料－
』（
民
法
成
立
過
程
研
究
會
、
一
九
五
六
年
）
二
〇
頁
（
　
） 
福
島
正
夫
編
・
前
掲
（
注
　
）『
明
治
民
法
の
制
定
と
穗
積
文
書
』
一
二
二
～
７９
７８
一
二
五
頁
（
　
） 
広
中
俊
雄
「
日
本
民
法
典
編
纂
史
と
そ
の
史
料－
旧
民
法
公
布
以
後
に
つ
い
８０
て
の
概
観－
」
民
法
研
究
一
号
（
一
九
九
六
年
）
一
四
三
頁
（
　
） 
「
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
六
」
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
８１
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
六
』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
四
年
）
四
一
七
頁
（
　
） 
前
掲
（
注
　
）「
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
六
」
四
二
六
頁
８２
８１
（
　
） 
前
掲
（
注
　
）「
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
六
」
四
二
六
頁
８３
８１
（
　
） 
前
掲
（
注
　
）「
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
六
」
四
一
〇
頁
８４
８１
（
　
） 
前
掲
（
注
　
）「
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
六
」
四
三
一
頁
８５
８１
（
　
） 
福
島
正
夫
編
・
前
掲
（
注
　
）『
明
治
民
法
の
制
定
と
穗
積
文
書
』
三
二
頁
８６
７８
（
　
） 
「
民
法
整
理
決
議
案
第
四
編
親
族
第
五
編
相
續
」
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
８７
査
部
監
修
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
四
』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
八
年
）
一
六
頁
（
　
） 
『
民
法
修
正
案
理
由
書
　
附
法
例
修
正
案
国
籍
法
案
不
動
産
登
記
法
案
各
理
由
８８
書
』（
博
文
舘
、
一
八
九
八
年
）
一
四
一
頁
（
　
） 
前
掲
（
注
　
）『
民
法
修
正
案
理
由
書
』
一
四
三
頁
８９
８８
（
　
） 
前
掲
（
注
　
）『
民
法
修
正
案
理
由
書
』
一
四
三
頁
９０
８８
（
　
） 
広
中
俊
雄
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
一
四
四
頁
９１
８０
（
　
） 
広
中
俊
雄
・
前
掲
論
文
（
注
　
）
一
四
四
頁
９２
８０
（
　
） 
前
掲
（
注
　
）「
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
六
」
四
二
七
頁
９３
８１
（
　
） 
官
報
二
一
八
三
号
（
一
八
九
〇
年
）
七
八
頁
９４
（
　
） 
官
報
二
五
一
六
号
（
一
八
九
一
年
）
一
八
五
頁
９５
（
　
） 
前
掲
（
注
　
）
官
報
二
一
八
三
号
七
八
頁
９６
９４
四
一
子
ど
も
を
養
育
す
る
義
務
規
定
の
成
立
前
史
（
髙
橋
）
（
　
） 
前
掲
（
注
　
）「
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
六
」
四
二
六
～
四
二
七
頁
９７
８１
（
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（
　
） 
「
暫
定
第
二
草
案
」
と
は
、
正
式
の
名
称
で
は
な
く
、
岡
孝
に
よ
っ
て
仮
に
つ
１００
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
こ
と
が
、
別
の
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
岡
孝
「
日
本
民
法
典
の
編
纂－
梅
謙
次
郎
文
書
の
紹
介
を
か
ね
て－
」
法
曹
時
報
五
一
巻
四
号
（
一
九
九
九
年
）
一
四
頁
）。
（
　
） 
岡
孝
「
民
法
起
草
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
影
響
」
法
律
時
報
七
〇
巻
七
１０１
号
（
一
九
九
八
年
）
五
四
頁
（
　
） 
佐
藤
全
・
前
掲
論
文
（
注
２
）「
明
治
民
法
に
お
け
る
監
護
教
育
条
項
」
一
三
１０２
二
頁
（
　
） 
な
お
、
離
婚
後
の
子
の
監
護
に
つ
い
て
明
治
初
期
の
民
法
編
纂
か
ら
明
治
民
１０３
法
ま
で
の
規
定
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
下
夷
美
幸
「「
離
婚
後
の
子
の
監
護
」
規
定
の
系
譜
（
そ
の
一
）－
民
法
編
纂
開
始
か
ら
明
治
民
法
成
立
ま
で－
」
社
会
福
祉
四
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
六
九
～
一
八
四
頁
を
参
照
し
た
。
（
　
） 
石
井
良
助
編
・
前
掲
（
注
　
）「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
上
巻
」
一
一
七
頁
１０４
４６
（
　
） 
石
井
良
助
編
・
前
掲
（
注
　
）「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
上
巻
」
一
二
二
～
一
二
１０５
４６
三
頁
（
　
） 
石
井
良
助
編
・
前
掲
（
注
　
）「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
上
巻
」
一
二
二
頁
１０６
４６
（
　
） 
前
掲
（
注
　
）「
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
六
」
三
七
二
頁
、
四
〇
八
頁
１０７
８１
（
　
） 
前
掲
（
注
　
）『
民
法
修
正
案
理
由
書
』
八
九
頁
１０８
８８
（
　
） 
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
卷
之
四
　
復
刻
版
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）
二
〇
１０９
八
頁
〔
底
本
、『
民
法
要
義
卷
之
四
親
族
編
　
第
二
十
二
版
』（
一
九
一
二
年
）。
な
お
、
初
版
は
一
八
九
九
年
。〕
（
　
） 
梅
謙
次
郎
「
法
典
ニ
關
ス
ル
話
」
國
家
學
會
雜
誌
一
三
四
号
（
一
八
九
八
年
）
１１０
三
四
七
頁（
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
人
文
社
会
科
学
研
究
科
社
会
科
学
専
攻
）
四
二
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
